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第一章












　夕方の繁華街、勧修寺かじゅうじ玲衣れいは絶体絶命のピンチに陥っていた。

　時刻は午後五時、いつもなら夜の街に出勤する女性がチラホラと現れる頃だが、今日にかぎって人っ子一人歩いてはいない。

　実は先週、付き合って二年目の彼が玲衣の幼馴染と二股をかけていたことが判明して、彼をグーパンチで殴って別れた。幼馴染の綾あやからは背後にタックルを受けたが、こちらは生憎その程度で倒れるような柔な体ではない。

　彼は道に倒れ込み、顎を押さえて泣き喚いていたので、さっさとその場で捨て去った。綾からも罵声を浴びせられたが、もちろんド無視した。

　その後の彼らがどうなったかはわからない。なぜならば、玲衣が二人との連絡を絶ったからだ。電話は着信拒否、メッセージアプリの登録も削除、写真投稿アプリのフォローも止めてブロックした。

　自分のしたことに後悔は……何一つ無い。

　自宅に戻って風呂に入り、荒ぶる神経を落ち着かせた。涙が出るのかと思ったが一滴も出ず、逆にそんな自分が心配になったほど。

　思えば……付き合って数ヶ月後に綾を紹介した時、キャンプという同じ趣味を持つ彼らはすぐに意気投合していた。もしかしてあの頃から二人は惹かれあっていたのかもしれない。元々恋愛に淡白な玲衣は彼の浮気にまったく気が付かなかった。

　唯一悔いが残るとすれば、彼を素手で殴ったことだ。殴った手は骨折もせず腫れも引いたので万々歳だが、メリケンサックを仕込んで殴ってやればよかったと思う。

　数日経っても怒りは収まらず、怒涛の連続勤務が終了した明るい昼下がり、もう一人の幼馴染の雄司ゆうじが経営するバーの開店前に押しかけた。そこで元カレと綾への愚痴を聞いてもらって、ようやく溜飲が下がった次第。

　黙って聞いていた雄司が、玲衣にとってはありがたいことを言う。

「わかった。奴は出禁にする。綾は……多分しばらくはウチに来ないだろうな」

「ありがとう。でもさ、何が悔しいって、相手は綾だよ！　幼稚園から続く幼馴染だってことを彼も知っているのに、よくも手を出せたなってこと！　綾も綾だよ、なんだって私の彼氏と付き合うわけ？　あの二人、理解不能だわ！」

　ウイスキーのロックを片手にギャオギャオと吠えると、カウンターの向こうの友、雄司がヤレヤレと首を振る。

「もう、よしなよ。二人のことは、きっぱり忘れるのがいいってば。なあ玲衣、諦めろ」

「諦め切れないよ！　だって、綾は幼稚園からの友達だよ。私を裏切ってまで、男を取るのかって話よ」

「……あ、そっち？」

「とーぜん！　元彼にはまったく未練は無い。あんな腐れ◯◯◯、ゴミ箱に捨ててやるわ」

　酔って息巻く玲衣を雄司は呆れ顔で眺める。玲衣は黙っていれば楚々とした美女だが、頭の回転が速くはっきりと物を言うので周りに一目置かれている。というか、怖い。

「玲衣ってさあ、ほんと残念な美人だよね」

「ほっといてよ！」

　そんなこんなで店を出たのが午後五時前、酩酊状態のまま繁華街を千鳥足で歩いていた。歩き慣れた道なのに、それもまだ辺りが暗くもなっていない時間帯に、どういうわけか足が滑った。

　靴底がツルンと滑り足先が空を向き、思いっきりお尻で着地した場所が側溝だった。そのまま溝に身体が落ち込んで、全身がすっぽり入ってしまったのだ。

（え、嘘……）

　最初は余裕で這い上がれると思っていた。しかし、両肘も綺麗にビルトインされているので、腕を動かせない。足を踏ん張って抜け出そうとしたが、上半身がびくともしないのだ。

（待って！　私、もしかして、ここから一生出られないんじゃない？）

　体を思うように動かないせいもあるが、とにかく酔っているので思考能力が底辺まで落ちていた。

　おまけに、玲衣と溝のサイズがピッタリと合致したのがいけなかった。

　大声を出して助けを呼んでもいいのだが、大勢の人に見られたら恥ずかしい。ガサツな玲衣にだって羞恥心はある。……が、何故か今日に限って人通りがまったく無い。

（どうして？　誰も歩いていないってどういうこと？）

　玲衣から見える範囲の店は軒並閉まっている。そこでようやく気がついた。今日は月に一度の商店街の定休日だと言うことに！　玲衣の住んでいる街には月に一度定休日があり、商店街と繁華街全ての店が休みをとるのだ。友人の店で飲めたのは、営業していたのではなくて、玲衣が押しかけたので仕方なく店を開けてくれていたからだった。

『終わった……』

（私の人生って……一体何だったのかなぁ？）

　一瞬だが、走馬灯のように最近の出来事が蘇っては消えていく……。最後が酒の思い出で終わって良かったのかもしれない？　もしかしてこのまま死ぬのかもしれない？　そこまで考えてふと我に返った。

　なんと、足音が近づいてくるではないか！　しかも、なにやら、はぁはぁと荒い息も聞こえてきた。玲衣の目の前にある自販機の側で足音は止まり、小銭を入れる音が聞こえる。

　見えるのは青いランニングシューズのみだが、チャンスだと思い声を張り上げた……しかし、出たのは老婆みたいに掠れた声だった。

「……すけて……助けてくださ……い」

　ランニングシューズが離れていく。どうしよう、このチャンスを逃したら本当に死んでしまうかもしれない。玲衣はもう一度必死に声を張り上げた。それはもうすでに言葉にすらなっていなかった。

「たぁーーーーっ！　け、てーーーっ！」

　今度は驚くほど大きな声が出て自分でもびっくりした。離れそうだった人物の足音がピタッと止まり、数秒後……息を呑む音と男性の悲鳴が耳に入る。

「ヒィッ！　なんだこれ？」

　悲鳴を上げるのも無理はない。誰もいないと思ったら、足元の溝に人がビルトインされているのだから。驚きのあまりに石になった男性は、玲衣を凝視したまま葛藤しているようだ。

　このまま逃げるか、それとも危険を冒しても妙な人間もどきを助けるか……。

　繁華街の側溝にはまり込んで動けない女がいかに気持ち悪いかは、玲衣本人がよくわかっている。しかしこのチャンスを逃したら死ぬかもしれないから必死だ。

　玲衣は両方の前腕と足をバタバタさせて声を振り絞った。

「助けてくださいっ！　転んで溝にはまってしまったんですっ」

　それを聞いて、ようやく男性がこちらに近づいてきた。青いランニングシューズの持ち主は、スポーツウエアを着た高身長の体格のいい男性だった。

「助けを呼ぶ」

　そう言うとスマホを手に電話をかけ始める。

「消防ですか？　錦町の飲み屋街の自販機の側溝に……女性が、その……すっぽりはまって動けなくなっています。来ていただけますか？　多分……」

　そう言いながらしゃがんで玲衣の様子を観察する。

「多分、レスキューよりも救急車が必要な気がします」

　なんだか、仕方なく関わったけれど、本当はこんなことしたくなかった感がすごい。聞こえてくる声の調子だけでも、今夜の自分の不運を嘆いているみたいだ。

「救急車が来るまで、ここにいるから」

　それならば、今すぐ救い出してほしいのだが、男性からは絶対に手を出したくない強い意志が感じられる。まぁ逆の立場だったら、玲衣も触らないかもしれない。血を流していたり、命に関わるなら別だが。

　男性は玲衣の様子を冷静に眺めていたから、アルコール臭にも気付いているはずだ。『哀れな酔っ払い女』だと決めつけて、軽蔑しているのかもしれない。かといって、そんな彼を責めることはできない。立場が逆なら玲衣だって（以下同文）

　自虐的な妄想に逃避していると、男性が話しかけてきた。

「聞いていい？」

「はい？」

「なんだって、そんなところで寝ているわけ？」

　こんな場所を好んで寝ているわけではないのだが……。それとも、側溝に寝たがる変態だと思われているのだろうか？

　世の中にはいろいろな変態が存在する。玲衣が知っている変態の一人は、入院中に何度もナースコールを押して、看護師が行くと全裸になっているという、わりとありがちだが迷惑な患者だった。……と、そんな事を考えていると男がまた声をかけてくる。

「返答なしか」

「あ、すみません」

　おっと！　返事を忘れて、回想の海に沈んでいた。玲衣は努めて礼儀正しく返事をした。

「足を滑らせて着地した先が、その……側溝だったんです」

「……ブッ！」

　笑うことはないと思うが、男性にウケたみたいだ。

「自分がどんな姿をしているかわかっているのかな？　スカートは捲れて、服も顔もドロドロに汚れて……土左衛門みたいなんだけど」

「朝にはそうなる運命だったのを貴方が救ってくれたんですけど。あ、いや、まだ救われていないけど……」

「ププッ」

　また笑われてしまった。できることなら両腕を自由にしてくれると助かるのだが、全身ドロドロで汚れているみたいだから、絶対に触りたくないのだろう。

（仕方ない。消防が来るまで待とう）

　すん……と、無言になった玲衣に男がまた声をかけてくる。

「土左衛門みたいだって言われても怒らないんだ？」

　なんだか面倒くさそうな男だ。普段の玲衣なら、『うざい』の一撃で沈めるのだが、今は無力だ。

「そうですね」

　とりあえず同意しておいたが、体が辛くてたまらない。色々と痛くて、気が遠くなりそうだ。

　すると……微かにサイレンの音が聞こえてきた。これが空耳でなければもう少しの辛抱で救われるはず。

　さらに大きくなったサイレンの音でわらわらと人が集まってきた。今まで誰もいなかったのに、どこにこれだけの人間が隠れていたのだろう？　いたのならさっさと助けて欲しかった。

　駆け寄ってきた消防隊員の問いかけに応えて、男が指をさす。

「土左衛門になり損ねた酔っ払いはあそこです」

　その言い方はどうかと思う。ひどい男だ。しかし、彼のおかげで玲衣は九死に一生を得たのだから感謝しなければ。

　消防隊員が玲衣を目にして驚きの声をあげる。

「えっ！　どうしてこんなところに？」

「すみません。足を滑らせて着地したのがここでして……」

　土左衛門のなり損ないが冷静な声で説明したので、消防隊員がギョッとして後ずさる。

「わ……割と冷静なんですね」

「はい。動かないのは体だけです。バイタルは多分正常ですし骨折もないと思いますが、できれば外科当番の病院に運んでいただきたいです。あの……すみませんが、ここから出していただけますか？」

　玲衣のセリフに隊員がキョトンと固まる。そりゃそうだ、倒れている本人が医療用語を交えながら冷静に報告したのだから。

（だって、看護師だもん。自分の体調くらい報告できるし）

「じ、じゃあ、引っ張りますよ」

「はい」

「せーのー」

　三人がかりで引っ張られて、ようやく側溝から脱出できた。救急車に乗せられ、タオルを渡されて顔や手足を拭いていると、搬送先に自分の職場が候補に上がるのが耳に入る。こんな騒動が職場にバレると仕事がやりにくい。玲衣は咄嗟にそこだけはやめて欲しいと隊員に懇願した。

「どうしてですか？」

「そこ……職場なんです。恥ずかしすぎます」

「……ああ」

　呆れながらも隊員は玲衣の願いを聞き入れてくれた。ふと顔を上げると、助けてくれた男性がこちらをガン見している。キャップの下から覗く鋭い眼が怖い。なんでこっちを睨んでいるのだろうと思いながら、救急隊員の質問に答える。

「すみませんお名前が珍しくて、もう一度フルネームをお願いします」

「はい、勧修寺玲衣です。セールス勧誘の勧に修行の修に、寺と書きます。下の名前のレは、おおへんに命令のれいに、イは衣で、玲衣と書きます」

　我ながら面倒くさいと実感する名前を説明していると、男性がこちらにツカツカとやってきていきなり帽子を脱いだ。そして、先ほどまでとは違い怖いくらいに丁寧な口調で話しかけてくる。

「あの、勧修寺玲衣……さんですか？」

「え、誰……？　あっ……、西尾にしお先生。マジか……」

　助けてくれたのは、玲衣が勤務する病院の医師である西尾忍しのぶだった。今まで帽子で顔が隠れていたから気が付かなかった。というか、こんなところで職場の人間に会うとは思ってもいない。

　このことをベラベラ喋られては搬送先を変えてもらう意味がないので、玲衣は西尾に口止めをすることにした。

「あの、西尾先生、このことは誰にも言わないでもらえますか？」

「え？　ああ、大丈夫です」

　そわそわと落ち着かない様子で西尾が了解してくれた。大丈夫かな？　と少し心配だが、たかが看護師の醜態を広めることはないだろう。しかし、病棟で言葉を交わしたことがまだ無いにもかかわらず、西尾が玲衣の名前を覚えていたのが意外だった。

　玲衣は看護師で、西尾は赴任して間もない外科医。二人は県内で最大の公立総合病院に勤務している。

　玲衣は用事で総務に行った時に、ネームプレートや色々な新任ドクターキットを受け取っている西尾を見かけていた。何にでも興味を持つ玲衣は、その日のうちにちゃっかり総務の女性職員から西尾の経歴を聞き出していたのだが……彼とのファーストコンタクトが、こんな最悪なものになるとは想像もしていなかった。

「西尾先生、よく私の名前を知っていましたね？」

　玲衣が尋ねると、西尾が頭を掻いてボソボソと訳を説明する。

「いや、勧修寺さんは医局で有名だから」

「は？」

　どういうことだ？　医局で自分が有名だなんて全然知らなかった。理由を聞こうとしたのだが、救急隊員に話を遮られた。

「搬送先が見つかったので向かいます。そちらの男性はどうされますか？」

「あ、いや……」

　ついてくるのかと聞かれているのだとわかり、玲衣は声をかける。

「先生、ありがとうございました。また職場で！」

「ああ、お大事に」

　こうして玲衣は、生まれて初めて患者として救急車で病院に運ばれたのだった。
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　翌日、おデコと腕に絆創膏、足に包帯が巻かれた姿で玲衣は出勤した。それを見た同僚や患者に、ことごとく訳を聞かれて弱った。

「ちょっとこけちゃって」

　と答えたのだが、同僚は容赦ない。

「どうせ酔っ払った挙句に階段とかで転んだんでしょう？」

　鋭いツッこみに、ウッと詰まる。

「う、うん。段差があってね」

　そう答えたが、嘘ではない。

　廊下でバッタリ会った外科部長に、「美人が包帯を巻いているのってなかなかエロいもんだね」と言われ、顔を顰めて毒を吐く。

「でた、昭和のセクハラ男」

「おいおい勧修寺君、そりゃない。確かに俺は昭和生まれだけど、令和に生きるイケオジなんだから古臭い例えはやめてよ。せめて令和のセクハラ男……とかさあ」

「え、そっちですか？」

　自分も含めて、この病院にはまともな人間がいない。皆、どこかネジが外れている。

　しかし、全員が職務には忠実だ。玲衣だって、絆創膏と包帯だらけでも仕事はちゃんとしている。おまけに、この姿のままで昼休みに売店に行くと、売店のおばさんに優しくしてもらったので気分がいい。

「まあっ！　怪我したの？　だ、大丈夫？」

「ありがとうございます。全然大丈夫です。診てくれた先生が大袈裟で……」

「ここで診てもらったの？」

「いいえ、別の病院で……あの、外出中に怪我をしたので」

「そう、大変だったわね」

　根が正直なので、優しい人に事実を言えないのが申し訳なくなってきた。選んだ弁当とペットボトルの飲料をレジに持って行くと、隣に背の高い男性が立った。ふと見上げてギョッとする。

　西尾医師だった。今の会話を黙って聞いていたのだ。

（いるならいるって言ってよ！）

　なんだか悔しくてキッと睨むと、西尾が顔を引き攣らせてこちらを見下ろす。

　玲衣が側溝に落ちている時には強気で、汚い物を見るような目付きで見下ろしていたくせに、今日はなんだってこんなにオドオドしているのだろう？　この男、いまいち性格が掴めない。

　どうでもいいことだが、もしかして潔癖症なのだろうか？

　玲衣は西尾に『余計なことを言わないでよね！』と言いたげな視線を向けて立ち去ろうとしたが、秒で後悔した。逆だ！　助けてもらった礼を言わなければいけない。

（あー、やっちゃった』

　コンビニを出る西尾を待って、おずおずと声をかける。

「あの、西尾先生」

「は、はいっ」

「先日はすみませんでした。お世話になりました」

「いえ。あれ？　額の傷なんてありましたっけ？」

「はい。眉間に擦り傷ができていたので、絆創膏を貼ってもらったんです。傷が泥に隠れていたんでしょうね。抗生剤を処方されました」

「眉間……」

　なぜか西尾が悲しそうな顔をするので、こちらが逆に元気づけないといけない気になる。

「大丈夫ですよ。診てくれた先生から、跡は残らないって聞いていますし」

「それは良かった。お大事に」

「ありがとうございます」

　去っていく西尾を、玲衣は首を傾げて見送る。

（なんだか……変わった人だよね）

　出会って間もない相手の額に傷があるのを知って気落ちするなんて変わっている。恩人ではあるが、玲衣の中で西尾はすでに変人にカテゴライズされつつあった。






　翌日、玲衣が日勤の看護師に申し送りをしていると、西尾がフラリと病棟にやってきた。赴任して一週間程が経ち、そろそろ担当患者ができた頃なのだろう。西尾はこちらにチラッと視線を向けた後、パソコン前の椅子に腰をかける。申し送りを受けていた同期の小野おの看護師が、玲衣を肘で突いて小声で話しかけてくる。

「ねぇ、西尾先生ってカッコよくない？」

「え、どこが？」

　そっけない玲衣の返事に怯むことなく小野は会話を続ける。

「西尾先生が前にいた病院の看護師に知り合いがいるんだけど、遊び人じゃないし真面目で感じがいいから、すごく人気があったらしいよ」

「へー、そうなんだ」

　興味ゼロの単調な声で返事をすると、小野が不満そうにこちらを見遣る。

「もーっ、勧修寺さん西尾先生に興味がないの？　どういうこと？」

　どういうこと？　と言われても困る。男性には興味はあるが、西尾はすでに変人にカテゴライズされているし、失恋直後でもあるので当分男性はいらないのだ。

　それに、趣味の人間観察とそれに基づいた玲衣の分析からして、彼は見た目と内面が違う人物だと感じる。

　玲衣は自分が面倒くさいタイプだと自覚しているので、付き合う相手は気を使わない脳筋タイプのスポーツマンが好みなのだ。

（ま、脳筋タイプを選んだら、このザマだけどね……）

　内心で自分を笑いながらも、しっかりと神経を張り巡らせて西尾の動きはチェックしている。例の土左衛門騒動は、まだ院内の人達にバレていないようだが、西尾がこれからも絶対に喋らないという保証は無い。だから、監視の目は怠らないようにしているのだ。

　玲衣の圧を感じたのか、西尾が肩をブルッと震わせて視線を泳がせる。玲衣は気取られては大変と思い目を伏せた。すると、小野が前髪を直しながら西尾に近づいていくではないか！　勤務中にあまり利口とは思えない行動だし、申し送りはまだ終わっていない。

（男狩りなんてしないで、仕事をしてくれ！）

　そう言いたいところだが、注意すると気まずくなる可能性があるので成り行きを見守ることにする。

「西尾先生、何か探されています？」

　西尾が先ほどキョロキョロしたのを見ていたのだろう。親切心に溢れた無垢な表情で近づくが、小野は隠れ肉食看護師だ。院内の薬剤師や技師達を狩る際の成功率は高いが、はたして医師に通用するのだろうか？

「いいえ別に」

　西尾は小野に視線を向けることもせず、ものの数秒で秋波をぶった斬った。

「あ、そ、そうですか……何かあれば声をおかけください」

「はい。ありがとうございます」

　パソコンの画面に視線を向けたままで、気の無い返事をする。その一部始終を見ていた玲衣は、少しだけ西尾を見直した。

（西尾先生、やるじゃん！）

　普段から、小野の『仕事より恋愛ゲーム重視』な行動に疑問を持っていただけに、彼女を相手にしなかった西尾に内心で喝采を送ったのだった。

　申し送りを終えてナースステーションを出ると、西尾が病室の前でボーッと立っているのが見えた。何をしているのだろうと不思議に思い、こちらも立ち止まる。

　しかし、いつまで経っても西尾は動かない。気になったので、声をかけることにした。

「西尾先生、どうされたんですか？」

「あっ！」

　思いっきり驚かれて、一瞬だけムッとするも気を取り直す。

「そんなに驚かなくても……」

「悪い。ナースステーションにいた時から、ずっと君に睨まれている気がして、ドキドキしていたんだ」

「睨んでいません！　私、職場では真面目にしているんですから、変な言いがかりはやめてください。……と、すみません……先生、今の言葉は忘れてください」

　職場ではなるべく素をみせまいと努力しているのに、西尾には本音で接しそうになって焦る。本当は良好な関係を継続したいのだが、この男の不思議な態度に惑わされるのだ。

「うん、忘れる。忘れるからさ、お願いを聞いてくれる？」

「は？」

「三〇五号室の山口やまぐちさんなんだけど、ちょっと訳ありなんだよ。いつも一緒に対応している主任が見当たらなくて、困っているんだ。悪いけど俺と中に入ってもらえないかな？」

「ああ……いいですよ」

　山口さんは乳房の悪性腫瘍を摘出した若い女性だが、クセが強いので注意が必要な患者さんだと聞いていた。玲衣は対応したことがなかったが、主任が泣き言を言っているのを聞いたことがある。

（でも、この患者さんって、西尾先生の前任者が手術をしたはずだよね？　手術は成功しているし経過は良好なはず。先生が困る理由が一つも思い浮かばないんだけど、訳ありって……？）

　もう業務は終わっているので本来なら同行する義理はないのだが、玲衣は『入るだけなら』と安易に頷いてしまった。西尾には恩があるから仕方がない。

　西尾がドアをコンコンと叩いて声をかける。

「山口さん、失礼しますね」

　病室に入ると、患者が起きあがろうとする。

「あ、どうぞ寝たままでいいですよ。看護師も一緒に入りますね」

　玲衣はワゴンを押して西尾の後に病室に入ったが、室内はカーテンが閉め切られて暗い。これでは気分が落ち込むだろうと思い、窓に近づきカーテンに手をかけて話しかけた。

「山口さん、少し暗いのでカーテンを開けましょうか？」

　すると、キツい口調で遮られる。

「開けないで！」

「あっ、はい。開けると眩しいですか？」

「余計なことをしないでと言ってるの！　あんた誰？」

「す、すみません。私は看護師の勧修寺と申します。失礼しました」

　玲衣が西尾をチラッと見ると、微かに首を振っている。もう何もしない方がいいみたいだ。

　西尾が患者に穏やかな声で話しかける。

「血圧を測りますね。腕を出してもらえますか？」

　この患者は主治医以外には触られたくないのだろう。玲衣は患者から距離をとって様子を見守ることにした。

「九十五／六〇……ちょっと低いですね。食事量も少ないと聞いていますが、病院食以外で食べられそうなものはありますか？」

　普段なら看護師が聞き取って医師に伝える内容だ。西尾は患者それぞれの性格に合わせて診察のやり方を変えているのだろうか？

「とにかく食事が不味いので、売店で買ったものを食べています」

「そうですか。良かったら食事内容を管理栄養士に聞き取りをさせてもらってもいいですか？」

「えっ……先生も一緒にいてくれるのなら話しますけど」

「同席はちょっと時間がないので……担当看護師ではだめですか？」

「……」

　希望通りの返事ではないからか、患者は何も言わずそのまま俯いてしまった。

「では、退院時の病状説明の際に栄養士に同席してもらいましょう。それまでは食べられるものを食べてください」

「えっ、それでいいんですか？」

「はい。できれば病院食を食べてほしかったんですが、山口さんの体重は標準ですから無理強いはしません。売店ではお弁当を買っているんですよね？」

「おにぎりとか、サンドイッチとか……」

「大丈夫ですよ。でも、気が変わったら声をかけてください。栄養士には話しておきますので」

「……はい」

　その後は術後の処置をして二人は病室を後にした。

「勧修寺さん、助かった。ありがとう」

「私は何も……それに、先生には恩がありますし」

「いや、そんな」

　ナースステーションに戻ってから、西尾は玲衣に説明を始めた。

「実は、主任が一緒に入った時だと、山口さんの態度はもっと酷いんだよ。勧修寺さんにはそこまででもなかったね」

「話の内容はどうあれ、先生には普通に受け答えされているように見えましたけど」

「俺には酷くはないんだけど、一人で対応するのは別の意味で怖い」

「それはどういう？」

「うん……」

　西尾が赴任後、初めて患者の様子を診た時のことを話してくれた。その時点で患者は身動きできる程度に回復していたらしいのだが……。

　看護師と二人で病室に入ると、『あれを取って』だの、『窓を開けて少し風を入れろ』だの、『売店に行ってコーヒーを買ってこい』だの、看護師をまるで召使いのように扱っていたという。

　それを見かねた西尾が、動くのもリハビリだと諭して患者も頷いたのだが……その後から色々と面倒なことを言いだしたらしい。

　患者は乳房再建術を希望しているのだが、それは形成外科医の領域だ。しかし、その手術の際に西尾も手術室に入って欲しいと希望したのだ。西尾は、そちらの手術には参加しないことを説明したが、『主治医なんだから、最後まで私の面倒を見てほしいなぁ』と甘ったるい声で言われ背筋が凍ったそうだ。

　常日ごろから患者への対応には用心をしており、勘違いされるような言動を謹んでいたからこそ余計に驚いたらしい。

「それで先生は栄養相談に同席しないと言ったんですね。ま、元々栄養相談に医師は参加しませんけど。先生はつまり……患者さんに好かれすぎている」

「わかってくれた？」

「はい」

（気の毒に……）

　玲衣は腕を組んで西尾を見上げた。身長が高く、いわゆる細マッチョ体型だ。しかもイケメンで感じがいいとなれば、必要以上に異性の患者に好かれることが多いのだろう。現に今日も肉食看護師に狙われていたし。

　しかし、好かれる理由は外見のせいだけではない気がする。もしかして、女性に好かれるフェロモン含有量が多いとか、トラブルを呼び込む体質だとか？　まあ、側溝にビルトインして救急搬送された自分が西尾の体質をどうこう言える立場ではないのだが……。

　とりあえず、患者の関心を他に向ければ西尾は用無しになるのではないのか？　玲衣はピンと閃いた案を軽く口にする。

「じゃあ、イケメンの形成外科医に紹介してオペしてもらったらどうですか？　ほら、顔面のいい先生が一人いるじゃないですか」

「勧修寺さん、それじゃあ形成の先生が気の毒じゃない？　俺、女性の腕利きに紹介しようと思っているんだけど」

「まあそうですけど……じゃあ、どうするんですか？」

「退院まで、勧修寺さんか貫禄のある師長に回診時に同行してもらって凌ごうと思う」

「……えっ？」

「いいですね。勧修寺さんなら番犬がわりになりそう」

「ば、番犬って……」

　いきなり話に加わってきた主任から、わりと失礼なことを言われる。番犬とはあまりな言われようだが、西尾は真面目な顔で頷いている。

（私にだって乙女心はあるんだけどなぁ……番犬ってひどくない？）

　普段から強い女キャラが知れ渡っているものだから、こういう扱いをされるのも仕方ないかと思い渋々頷いた。

「いいですよ。その代わり、患者さんが退院したら先生の奢りで祝杯を上げさせてもらおうかな」

「大吟醸でも、高いワインでもいいよ。好きなだけ飲んでくれ」

「よっしゃー！」

　かくして……玲衣は、高い酒をタダで飲める代わりに、『番犬』という、ありがたくもない称号を手に入れたのだった。






　翌日の昼休み。同期の看護師で友人でもある久美くみと院内の食堂に向かい、西尾の番犬になった経緯を報告すると、久美は爆笑しながら玲衣の肩を叩いた。

「まぁ、頑張ってよ。晴れて患者さんが退院したら高い酒を奢ってもらえるんでしょう？　良かったじゃん」

「うん！　雄司の店で飲んじゃおうかな？　高いワインを仕入れるように言っとくか」

「そうしなよ。あ、ドンペリも頼んだら？」

「泡はお腹が膨れるからやだ」

「……とことん飲む気なんだね？」

　久美に呆れられながら、玲衣はメッセージアプリで雄司に『旨い酒を用意するように』連絡をし、その間にも黙々とランチを胃袋に押し込んでいく。看護師は肉体労働者だから、とにかくカロリーを摂取しておきたい。

　今日も病棟は忙しいし、西尾の患者の相手もしなくてはいけないのだから。

「でもさあ、その患者さんが退院して外来を受診したら、先生はどうするんだろうね？」

「そこ！　黙っていたけど、外来に応援を頼まれても私は行けないんだよね。その時には先生が考えるんじゃないかな」

　つまり、西尾の番犬は病棟に限るのだ。外来で何があっても玲衣には関係ないし、何もしてやれない。

　ランチの後、飲み物を買いに売店に寄ると、レジの前に例の山口さんがいた。パジャマの上にモコモコの可愛いカーディガンを着て身だしなみもきちんとしている。

　その姿を見て、玲衣は素直に感心した。片方の乳房を失って、傷口や腕の痛みもあるだろう。おまけに精神的な動揺も激しいはずなのに、毅然としているように見えたのだ。

　そんな人でも西尾には必要以上に寄りかかってしまうのか……玲衣の視線の先を見て、久美が目配せをしてくる。玲衣も頷き、二人は山口さんを見送った。

　久美が総務に用事があると言うので、一人で病棟に戻っていると、途中にある自販機の前に山口さんがいた。

「こんにちは」

　玲衣は挨拶をして通り過ぎたのだが、数メートル歩いたところで背後から声をかけられる。

「あの……」

「はい？」

「この前、西尾先生と病室に来た看護師さんですよね？」

「はい、そうです。どうされました？」

　まだ昼休み中だけど、玲衣はスイッチを切り替えて看護師の顔で対応する。山口さんは玲衣の名札をじっと見ている。

「名前……かんしゅうじ……？」

「かじゅうじです。舌噛みそうな苗字でしょう」

　硬い表情の山口さんに笑いかけると、突然妙なことを聞かれた。

「勧修寺さんは、西尾先生と付き合っているんですか？」

「へ？」

　思いがけない言葉に驚くも、玲衣は冷静に返事をする。

「付き合っていません」

　きっぱりと言い切って話を終わらそうとしたのだが、山口さんは俯いてボソボソと呟いている。

「嘘……」

「嘘じゃないです。私、仕事があるので、これで失礼しますね」

　恋心を拗らせた女性は怖い。それはよくわかっているつもりだったが、これではまるで女学生の恋の鞘当みたいで背中がムズムズする。早く荷物を置いて仕事に戻らなければいけないので、玲衣は山口さんに会釈をしてロッカールームに急いだ。

　ナースステーションに着くと、西尾がパソコンの前でガチャガチャとキーボードを叩いていたので背後から近づいた。

「……西尾先生」

　気配を殺し低い声で呼びかけると、西尾の肩がビクッと動いた。玲衣はニヤつきながら、西尾が振り返るのを待つ。

「な、なに？」

　予想通りの反応に玲衣はほくそ笑む。これが気の強い医師なら、『俺は全然驚いていないよ』という顔をして無言で振り返るのだが……、やはり西尾は揶揄からかい甲斐のある男だ。

「ちょっとご報告を」

「報告？」

「さっき、山口さんに廊下で話しかけられて、西尾先生と付き合っているんですか？　って聞かれました。付き合っていませんって答えたんですけど、信じてもらえなくて困っちゃいました」

「ええっ？　嘘ぉ！」

「ちょっと！　先生、声が大きいです」

　本気で驚いた声を上げるものだから、部屋にいた看護師全員がこちらを振り向いた。

「西尾先生、どうかされました？」

　師長がやって来て西尾に問いかけたので内緒事にできなくなってしまった。

「先生、師長に相談した方がいいですよね？」

「うん……」

　玲衣は山口さんとの会話を師長に説明して、ついでに西尾が困っていることも話した。

「……ということで、私はちゃんと否定しました。ちなみに、西尾先生とは絶対に付き合っていません！」

　そこは強調しておかないと後々面倒だ。そうでなくても西尾はイケメンで人気がある。妙な噂で仕事がやりにくくなったら困るのだ。

「絶対に……って、なんだろう、めちゃくちゃ拒絶された気分だ」

「先生、そこは気にしないでください」

　西尾のぼやきをガン無視して、男前の師長が腕を組み思案顔になった。

「診療内容にも色々と文句を言ったりしているけど、やはり一番怖いのは医師への執着かなぁ……山口さんへの対応については、看護部長や医局長とも相談してみます」






　師長がそう言ってくれたものの、その後西尾が被害を被ることはなく、山口さんの退院が決まった。退院前に病状説明を行うことになったが、西尾が勧めていた栄養相談は山口さんに拒否された。退院後は外来受診をしながら薬物療法を続け、落ち着いたら失われた乳房の再建術が行なわれる予定だ。

　病室での説明を避け、ナースステーションで病棟師長と主任を交えての病状説明となったので、用無しとなった玲衣は電子カルテに入力をしながら西尾の説明に耳を傾けていた。

「……通院しながらホルモン療法を行なっていきます。前任の医師からもお聞きだと思いますが、閉経の年齢になるまで治療が続きますので、長期間の服用が必要です。副作用の少ない薬を使いますが、人によっては副作用が出ることもあります。後で薬剤師がお薬の説明に来ますので、よく聞いておいてください。それから、乳房再建の手術については形成外科を紹介しますので、近いうちに外来受診をしてください……。と、以上ですが、何か質問はありますか？」

　西尾が説明を終えると、山口さんは身を乗り出して質問を開始する。

「閉経まで薬を飲むって……じゃあ、その間は先生が責任を持って私の面倒をみてくれるんですか？」

　ナースステーション全体が、シン……と無音になり全員の手が止まった。皆、すぐに気を取り直して仕事を再開したが、山口さんの言葉に全員が震えたのは間違いないだろう。

（責任を持って面倒って……そこまで言う？）

　玲衣は内心で思いっきりツッこんだ。チラッと西尾を見ると、口元は微笑んでいるが、目に光がない。完全に心が死んでいる。

「主治医ですので、外来受診の際には私が診ます。しかし、転勤すれば別の医師が主治医となりますので、そこはご了承ください」

　西尾がにこやかに質問に答えるが、山口さんは不満そうに頬を膨らませて、小声で何かを呟いている。

「そんなことを言ってるんじゃないのに……」

　すると、西尾がゆっくりとした口調で言い聞かせる。

「元々、山口さんの主治医は前任者の新山にいやま先生でしたね？　執刀医も新山先生ですが、彼は私と入れ替わりに大学病院に戻られました。公立の総合病院の医師にとって転勤は不可欠ですが、赴任した医師はカルテをよく読み込んで患者さんの対応をするのでご心配は無用かと思います。しかし、主治医が変わることに不安を感じるのでしたら、新山先生か一番最初に受診されたクリニックに転院されますか？　ご希望なら紹介状を書きますよ」

　患者によっては、馴染みのあるクリニックで診てもらいながら検査や入院の時だけ総合病院に受診することもある。西尾はそれを薦めたのだが、山口さんは大きく首を振った。

「いいえ！　西尾先生に診てもらいます」

「そうですか。引き続き当院に受診ということですね。では、薬剤師を呼びますので薬の説明を受けてください」

　西尾はそう言うと、山口さんを師長に託して席を立つ。ナースステーションを出る際に、チラッと玲衣に視線を寄越すと顎をクイと廊下に向ける。

（あ、『ついて来い』ということね？）

　つられて廊下に出ると、西尾が顔を近づけて話しかけてくるので、若干後退りしつつ両手を伸ばして西尾を押し戻す。

「先生、ちょっと近い！」

「えっ、近づくなってこと？　内緒ごとなんだけど」

　西尾は悪い人ではなさそうだけど、まだ性格が掴めない。今のところ、変な男という印象だ。
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「内緒ごと？」

「山口さんのこと、あれで納得したと思う？」

「他院への紹介を持ち出して、ちょっと脅しをかけたつもりですか？」

「え、いけなかった？」

　急に弱気になって目が泳ぎだすのが面白い。

「退院してからが勝負ですね。だって、先生が外来を受け持つんでしょう？　だったら、強面な看護師にでも付いてもらわないと」

「やっぱり？」

「はい。それか、医局長に相談して診察室に監視カメラでもつけてもらいます？　万が一のために」

「万が一って？」

「山口さんが本物のモンスターペイシェントになったら大変でしょう？　先生が医師としてブレない誠実な態度を崩さなくても、患者さんが暴走して問題を起こす可能性が無いとは限りませんから念を入れた方がいいと思います」

「問題……妄想を実行に移すってこと？」

　西尾は『妄想』と言い切ったが、確かに山口さんの言動を見ていると、現実を見ていないような印象をおぼえる。目の前の出来事を、自分の都合のいいように脳内で変換しているのかもしれない。

「そうですね。またはハラスメントをでっちあげて先生を訴えるとか、予想のつかない行動も頭に入れておかないと……」

「えっ、怖い」

　それを聞いた西尾が乙女みたいに体を震わせている。なんでこいつにここまで教えてやらないといけないのだ？　そう内心で毒突きながらも、玲衣は想像できる限りの危険を説明した。

「勧修寺さん、君って本当にただの看護師？　まるで問題解決のエキスパートみたいだ」

「すみませんね、ただの看護師で！　先生わりと失礼ですね」

「ごめん、ごめん。でも、危機管理能力が本当にすごい。それなのに、酔っ払って溝に落ちるとか、ギャップが……」

「せ、先生っ！　それ内緒にするって言ったじゃないですか」

「あ、そうだった、悪い。で、ここから本題なんだけど」

　まだ続くのかよ！　とツッこみたい所だが、素直に聞くことにする。

「山口さんが何事もなく退院されたので、約束通り高い酒を奢る」

「え、良いんですか？　結局私は何もしていませんよ」

「してくれているよ。というか、俺も旨い酒を飲んで心と体を癒したい。丁度、明日がオフなんだけど、今日はどうかな？」

「いいですよ。私も翌日休みですから。あ、店は私が選びます！」

　そこは譲れないところだ。西尾はムダに高級な店を選びそうな気がするし、雄司には高い酒を仕入れるように指令を出しているのだから。

（私って……どんだけ呑んべいなの？）






「雄司、来たわよー！」

　午後七時、玲衣は後ろに西尾を引き連れて意気揚々と雄司の店に入った。

「はいはい……いらっしゃい」

「ちょっと！　嫌そうに迎えないでよね」

　やる気のない態度に文句を言うと、背後の西尾がクスッと笑う。

「勧修寺さん、仕事中よりも張り切ってない？」

「あっ、もっと言ってやってください！　コイツに物申す男は、ほぼいないんですから」

　雄司が味方を得たとばかりに西尾に話しかける。

「ちょっと、変なこと言わないでよ。雄司、こちらは西尾先生だよ。先生、このうるさいのが店のオーナーで幼馴染の雄司です」

「ドクターですか？　よろしくお願いします。どうぞご贔屓に」

　雄司が西尾に嬉しげに挨拶をすると、西尾も一目で雄司を気に入ったのか満面の笑みを浮かべる。

「こちらこそ。この辺りの店に詳しくないので、実は困っていたんですけど、勧修寺さんにいい店を紹介してもらいました。ちょくちょく寄らせてもらうかも」

「先生、贔屓にしてやってください。ここの食事は美味しいし、いい酒を揃えているので」

　玲衣は自分のことのように店の宣伝をする。二十代で人気店を経営する雄司を、玲衣は友人として誇らしく思っているのだ。

「今夜は楽しみだな」

「玲衣、先生、こちらにどうぞ」

　玲衣と西尾は奥のソファー席に案内された。雄司がすぐにおしぼりを持ってくる。

「飲み物は何にしましょう？」

「食事に合うお酒をお願いしまーす」

　玲衣がそう言うと、西尾も頷く。

「西尾先生は、なんでもイケる口ですか？」

「さほど強くはありませんが、なんでも呑めます」

「じゃあ、少々お待ちください」

　雄司がいなくなると、西尾が玲衣に笑いかける。その優しく親しげな表情に、玲衣は不覚にも胸がときめいた。

（あー、この笑顔を見ちゃったら、山口さんでなくても先生を好きになっちゃうかもね）

　なんとなく、西尾の女性運の悪さの理由に気がついてしまった。魅力が無意識にダダ漏れしてしまうタイプなのだ。気の毒に……などと思いながら玲衣はおしぼりで指を拭く。

「勧修寺さん、土左衛門になりかけた時もここで飲んでいたの？」

「先生……それ今言います？　そうですよ。店も開いてないのに、昼間から押しかけて飲んだんです。でも、楽しい酒じゃなかったから悪酔いしちゃってあんなことになりました」

「勧修寺さんの酒は、楽しいのかと勝手に想像していたけど」

「うっ……」

　答えに窮していると、雄司が前菜と酒を運んできた。

「白身魚のカルパッチョとしずく酒です」

「わーっ。雄司、やるね」

　しずく酒は玲衣のお気に入りだ。それに合うように白身魚を選んだ雄司に最大級の賛辞を送る。

「え、玲衣が俺を褒めた。怖いからやめてくれ。天災が起こったらどうすんだよ？　ねぇ先生」

　ふざける雄司と西尾が目を合わせて笑い合っている。この二人、初対面のくせにもう仲良くなっている。ちょっと面白くないような……西尾が自分の友達を気に入ったことが嬉しいような……玲衣は複雑な心境だ。

「煩いなぁ。先生、この生酒に白身がめっちゃ合うから食べてみてください」

「頂きます」

　酒と料理を口にした西尾の口元が綻ぶ。

「美味い！　合うねぇ。勧修寺さんの舌は、意外にも肥えているんだ」

「いつも思うんですけど、先生ってほんっっっとうに失礼な人ですね。プライベートで私にそんなことを言える人間は滅多にいないんですけど」

「勧修寺さんは怒ったら怖そうだもんね」

　口だけで、全然怖いと思っていないだろう西尾を睨みつけながらも、玲衣はなんだか楽しくて仕方がない。これは旨い酒をタダで飲めるからだけではない。何を言っても秒で返してくる西尾のテンポが心地いいのだ。

「全然そんなこと思ってもいないくせに」

「だって、勧修寺さんにとって俺はその辺の男とは違うだろう？　なんたって、命を救った男なんだから。もう忘れたの？」

「うっ……それを言われると、何も言えない」

「だろう？　だから、たまには勝手なことを言わせてよ」

「ん……まあ、いいか！　さ、飲もう」

　二人が言い合っている間にも、料理と酒が運ばれてくる。

　とりあえず、目の前に置かれた酒と料理に気もそぞろで、西尾の態度についてはまた今度考えようと、玲衣は問題を先送りした。

　しばらく食事と酒を楽しんでいたのだが、一息ついたところで西尾が酔いの回った顔つきになってきた。

「勧修寺まじで酒強いな。俺の方が潰れそうだ」

「え、まじで？　こんな大男に肩貸せないから、潰れないでほしいんですけど。私はか弱いんですからね！」

　いきなり苗字を呼び捨てにされて一瞬だけ戸惑うも、酒の席だから気にしないことにした。西尾は酔うと気が大きくなるみたいだ。

「何を言っているのか俺にはわからない。土左衛門になり損ねた時にも、かなり飲んだの？」

「しつこい！　もう土左衛門は忘れて欲しいんですけど」

　しかし西尾は怯むことなく質問を重ねてくる。絡み酒なのか？

「いつも浴びるように飲むの？」

「そんなわけないでしょ、いつも酔い潰れていたら仕事に差し支えるでしょう」

「おまちどうさま。ヒレ肉のステーキと赤ワインだよー。デキャンタも置いとくね」

　テーブルに大きめのデキャンタとグラス、それにジュウジュウと音を立てる小さめながら分厚いステーキが置かれた。

「わ、美味しそう」

「本当だ。ソースの香りもいいね」

　肉の登場で一気に二人のテンションが上がる。まるで女子会みたいな雰囲気になってきた。

「あの日は雄司が店を開けてくれて、私が飲みながらぐだぐだ愚痴るのを聞いてもらったんです。当然こんな食事もなかったから、余計に酔っちゃったってわけ」

「悪酔いするようなことが何かあったんだね？」

「う、うん……」

　今まで、西尾のように質問してくる男性は玲衣のまわりに一人もいなかった。雄司でさえ、話を聞いてはくれるけど玲衣の気持ちに同調することはなかったのに……。

　根掘り葉掘り聞かれても、全然嫌な気にならない。それよりも、西尾の共感性の高さに驚きながらも感心していた。

　玲衣は幼馴染と元彼の話を西尾に聞いてほしいと思うようになっていた。

「私には幼稚園から仲良くしている幼馴染が二人いて、その一人がこの店のオーナーの雄司。そしてもう一人が綾っていう同い年の娘こなんですけど、その綾が私の彼氏とデートしている所に偶然居合わせちゃって一騒動あったんです。……それで気持ちが荒れて雄司に愚痴っていたってわけ。あ、彼氏とは言っても既に『元』ですけど」

「そうだったのか。それでやけ酒をして側溝にイン」

「先生さあ、もう二度と言わないでくれる？　恥ずかしすぎる」

「あれは忘れろと言う方が無理だよ。俺、怖すぎていまだに夢に見るし、医者になって初めて怪我人を放って逃げようと思ったもん」

「知ってる」

「医者のくせに、怖くて触れなかった。でも勧修寺って聞いて……もしかしてって思ったんだ」

「珍しい苗字だから？」

　そういえば、玲衣は西尾が自分を知っていたことをずっと意外に思っていた。

「先生はどうして私を知っていたんですか？　赴任したばかりで顔合わせなんてしてなかったのに」

「そ、そうだね」

　急に西尾がモゾモゾと体を動かして気まずそうな顔をしはじめたので、玲衣はもっと追及する気になった。

「そういえば……私が医局で有名だとも言っていましたよね、どういうこと？」

　職場で医師につまみ食いをされて有名になる看護師はいるが、玲衣は誘いを受けても絶対に乗ったりしない。物おじしない性格を誤解する人がいることはわかっていたが、これまでわき目も振らずに懸命に仕事をしてきた自負がある。妙な噂が流れているとしたら怖い。

　西尾は気まずそうな表情だったが、玲衣の真剣な眼差しに観念したのか口を開いた。

「あのさ」

「はい？」

「外科部長や他の医局員から聞いていたんだ。外科病棟に勧修寺という性格はきついけどすごい美人がいるって」

「すごい美人っていうのは置いといて、性格きついって……本気でへこみそう。そっか、外科部長かぁ。あれ、でも、先生は私と顔見知りじゃなかったですよね？」

「いや。外科部長と病棟に行って、ナースステーションにいる勧修寺を見た」

　開き直って『どうだ参ったか』という顔をしているが、それはただの野次馬だ。

「私は動物園の見せ物じゃないですけど」

「ごめん」

　西尾が素直に謝っていると、雄司がデザートを運んできた。

「シャンパンとイチゴのゼリーだよ。喧嘩しないで食べてよ」

「喧嘩してないもん。わ、先生美味しそう！　頂きましょうよ」






　西尾には下心があるのかもしれないと、玲衣は少しだけ勘ぐっていたのだが、そんな杞憂は無駄だった。美味しいお酒と食事を終えてしっかり会計まで終わらせると、マンション前で玲衣をタクシーからおろした。

「楽しかったよ。また明日からよろしく」

「ごちそうさまでした。ありがとうございました」

「じゃ、また！」

　そんな感じで、部屋に戻った玲衣の気分は実に晴れやかだった。

　思春期以降、派手な外見のせいで嫌な思いをすることが多かった。まず最初に、女子には警戒される。おまけに、遊び人だと勘違いされて憧れの男性に嫌われたり、遊び人グループに誘われて危ない目に遭いそうになったりと、しなくてもいい苦労をしたせいで、危険予知能力や心身が鍛えられた感はある。だからキツい性格だと思われるようになったのかもしれない。

　自分が職場でどう認識されているかは、今夜しっかり自覚した。

　医局で噂になっているにも関わらず、西尾が自分を特別視せずに割と普通の友人っぽく扱ってくれたのが心地よかったし、会話も楽しかった。

（やっぱり、今夜誘いに乗ってよかった）

　気が合う人物に久しぶりに出会って、玲衣はウキウキしていた。

















第三章












「勧修寺さん、三〇五号室の誉田こんださんが、また呼んでます」

「……行きます」

　楽しい週末も束の間、今週も怒涛の勤務が始まった。

　休み明けに仕事に出てみると、玲衣は要注意人物の担当となっていた。それは……。

「誉田さん、どうされました？」

「す、すみません。あの、なんかお尻に血がついていて……」

「えっ、見せてもらってもいいですか？」

「は、はい」

　患者に横になってもらい、病衣をめくり下着を脱がせて患部を確認すると、下着にうっすらと血がついている。

　この患者、実は数年前にも同じ病状でオペ後に入院したことがある。それは、肛門に大人の玩具を深く挿入しすぎて抜けなくなったというもの。

　滅多にないことだし、理由が理由だったので玲衣はしっかり覚えていた。たしか、前回の担当医師は今の外科部長だった気がする。

　あの時の玩具はカルテによるとバナナ程度の大きさで、腸の損傷もなかったと記憶しているが、今回は違っていた。なんと、肛門にピーナッツカボチャを挿入して抜けなくなってしまったのだ。担当医は西尾で、家で寛いでいるところを呼び出され、緊急手術を行ったとのこと。なんとも気の毒な話だ。西尾のことだから、営業スマイルの裏でぼやきまくりだったことだろう。






「誉田さん、先生を呼びますね」

「えっ、呼ぶんですか？」

「はい。ちょっと気になるので……」

　玲衣が西尾に連絡をしていると、患者がキョロキョロと何かを探している。

「どうかされましたか？」

「あ、いえ」

　患者の目が泳いでいるように思えて追及しようとしたところへ主任がやってきた。

「勧修寺さんどうかしたの？」

「主任、誉田さんが下血されたんです。今、西尾先生を呼びました」

「えっ？」

　玲衣は血のついた下着を主任に見せた。まさかとは思うが、術創からの出血や弱くなっている直腸の穿孔せんこうがあれば大変だ。主任はすぐに血圧を測り、師長にも連絡をする。

「血圧は正常ね。でも、西尾先生ならＣＴは撮るかも」

「そうですね。誉田さん他に辛いところはありませんか？」

「い、いえ、ありません」

　誉田さんの口調が焦ったものに変わっていく。大事になるかもしれず怖いのだろうと思い、玲衣は患者の肩にそっと手を置いた。

「大丈夫ですよ。西尾先生がちゃんと検査して診てくれますから」

「は、はい……」

「失礼します！」

　西尾が慌てて病室に入ってきた。

「誉田さん、出血があったそうですね。見せてもらえますか？」

　西尾が確認している間、玲衣と主任はそばについていた。患部を診ている西尾の表情が曇る。

「勧修寺さん、放射線科に連絡して至急ＣＴの予約を取ってくれる？」

「はい」

　玲衣が連絡をしている間に、主任はベッドのストッパーを外し始める。患者をベッドに乗せたまま一階の放射線科に向かうためだ。

「先生、今からＯＫだそうです」

「誉田さん、これからＣＴを撮りますので、放射線科に向かいます」

「は、はい」

「主任、ちょっといいですか？」

　西尾は主任に手招きをして廊下に出る。その間、玲衣はゆっくりとベッドを移動させた。話を終えた二人が病室に戻ると、西尾が玲衣に声をかける。

「行こう」

　主治医がわざわざ放射線科に出向き、主任が残るのを不思議に思ったが、映像をできるだけ早く確認したいのだろうと思い一緒に向かう。

　ＣＴの映像を見たところ、穿孔や腹水はなさそうだ。西尾と画像を見ながら玲衣はホッと安心した。すると、西尾のＰＨＳに連絡が入る。

「はい、西尾です。……はい……そうですか、やはり……。ＣＴの結果は穿孔もなさそうなので一安心です。はい、では」

「先生、病棟からですか？」

「うん。勧修寺さん、病棟に戻ったら誉田さんに聞くことがある」

「何ですか？」

　西尾は検査を受けている患者をガラス越しに眺めながら玲衣に伝える。

「主任が誉田さんの部屋から血の付いた栄養ドリンクの瓶を見つけたんだ。その意味わかるよね？」

「……えっ！」

　さすがの玲衣もしばし絶句してしまった。

「まさか……またやったんですか？」

「多分ね。問い詰めても認めないだろうけど、患者さんのためにも話をしないといけない」

「……そうですね」

　患者のＣＴ撮影が終了して病棟に戻り、師長を交えて相談をした後、西尾は玲衣を同行して病室に向かった。病室でノートパソコンの画像を見せながら、西尾が患者に説明をする。

「誉田さん、お疲れ様でした。出血は一時的なもので、肛門や直腸にも異常はなかったです」

「そうですか。……よかったです」

　患者が胸に手を当てて安堵している。心からそう思っているように見えるが、本当だろうかと玲衣は疑ってしまう。

　西尾が穏やかな口調でさりげなく患者に問いかけた。

「誉田さん、床頭台の奥から、血のついた瓶が出てきたんですが、その説明をしていただいてもいいですか？」

「……えっ？」

　バレていないと思っていたのだろう。西尾の質問に、患者は何も言葉を発しない。ただ黙って俯いている。このまま無言を通せば許してもらえると思っているようだ。

　生憎、西尾は仕事に関しては超真面目な男だ。今回の出来事を無視して数日後に退院させることもできるが、西尾はそうしない。

　実際、患者の性癖に踏み込む勇気のない医者は『面倒くさい』の一言で自慰行為の証拠を見なかったことにするかもしれないのだ。

「誉田さん、責めたりしませんから話してくれませんか？　治療上、大切なことなんです」

「……」

　患者はなかなか口を割らない。俯き加減で、時折チラッと玲衣を見る。もしかして看護師に聞かれたくないのかと思い、玲衣は患者に声をかけた。

「誉田さん、看護師がいない方がいいのなら出て行きます。先生だけなら話せますか？」

「はぁ……」

　どうとでも取れる返事に、患者が協力的でないのを感じてため息が出そうになった。医師や看護側の努力など、どうでもよさそうだ。

「勧修寺さんはいてください。誉田さん、彼女はあなたの担当看護師です。あなたが退院されるまでは、彼女はあなたの全てを知っておく必要がある。それは私も同じです。これからも誉田さんが同じことを繰り返すようなら、強制退院も考えなくてはいけない」

「えっ……」

　今の状態で強制退院は辛いだろう。まだ動きにくいし、患部の痛みも強いはずだ。

「私はまだ誉田さんを家に返したくない。帰ったら、同じことを繰り返して取り返しのつかないことになるからです。誉田さん、わかりますか？」

「取り返しのつかないことって何ですか？」

「同じことを繰り返すと、腸に穴が開いて最悪死に至ります。大袈裟だと思わないでください。実際に亡くなった方もいるんですよ。今まで最悪の事態を免れたのは、誉田さんの運と病院スタッフの努力の賜物です」

「そ、そうなんですか」

「人には色々な性癖がありますが、誉田さんの場合は病気です」

「び、病気ですか？　そんな大袈裟な……」

　西尾が説明をしても、患者にはピンとこないようだ。自分はただ快楽を得たいだけで、それが病気だとは思えないのだろう。

「はい。自らの体を傷つけてまで自慰行為をエスカレートさせるのは病気です。手術の経過をみて、私は誉田さんを専門医に紹介したいと思っていたのですが、今回のことでそれが絶対に必要だと感じました」

「専門医というのは、肛門のですか？」

「いいえ、依存症専門の医師……つまり精神科医です」

「精神……？」

　患者は不思議そうに聞き返す。

　西尾は患者に根気強く丁寧に説明を繰り返した。そばで聞いていても、その粘り強さに玲衣が感動を覚えるほど。

「大なり小なり、人にはそれぞれ性癖があります。しかし、それを病気だという人は少ないでしょう。病気の性癖と病気でない性癖の違いってわかりますか？」

　西尾が問いかけると、患者は首を振った。

「違いというのは、リスクを考えて行動しているか否かということです。誉田さん、ピーナッツカボチャを使う時にそのリスクを考えましたか？　今日の行為の時にはどうですか？」

「……」

　患者は返事をしない。西尾の説得もかなり踏み込んだ内容で、患者が気の毒に思えるほど。玲衣はそろそろ西尾を止めようと声を上げかけた。その時、患者が観念したように顔を上げて小声で話し始めた。

「やっぱり僕は依存症なんでしょうね……自分でもやめなきゃと思うのに止められないんです。先生のおっしゃる通り、専門の先生に受診してみます」

「誉田さん、わかってくれましたか？　よかった……」

「はい。僕も死にたくはないです……」






　ナースステーションに戻ると、西尾は精神科の医師に紹介のメールを作成し始めた。玲衣は師長と主任に、依存症の専門外来に誉田さんが受診することを報告した。主任がホッとした表情で呟く。

「これで誉田さんも救急に運ばれることがなくなるといいんだけど」

「そうですね……

　簡単にはいかないだろうが、精神科では薬物療法もあるので、少しでも良い方向に進んでほしいと思う。

　それにしても、西尾がここまであの患者に親身に接するとは思ってもいなかった。

　玲衣はなんだか胸が熱くなって、無心で仕事をする西尾を見つめた。

（ちょっと見直したなぁ……ううん、ちょっとどころじゃないかも）






　誉田さんの件だけが理由ではないが、日を追うごとに西尾は病棟にとってなくてはならない医師となっていった。患者に親身に対応するだけでなく、看護師の依頼にもすぐに応えてくれるし相談にも乗ってくれる。

　いつの間にか、外科病棟の医師の中で一番頼れる人気者となっていたのだ。それなのに、看護師にチヤホヤされても鼻の下を伸ばさないし、誰にでも同じ態度を崩さない。しかし、例外が一人だけ……。

　そう、玲衣にだけはわりと本音を漏らす。しかも、最近では人前でも呼び捨てにされるのが癪しゃくに障る。おまけに、担当看護師が休んでいる時に便利に使われるので、玲衣はてんてこまいだ。

「勧修寺、来て」

「え、なんですか？」

「大平おおひらさんの処置」

　患者の病室へ向かっていると、西尾は早々にボヤきはじめた。

「あーあ、大平さんの処置さぁ、俺ちょっと辛いんだよね」

「どうかしたんですか？」

「昨日は勧修寺がいなかったから主任と一緒に行ったんだけど、俺のことをご主人と間違えて、大変だったんだよ」

　大平さんは認知症の症状が進行して対応が難しい患者さんなのだ。

「大平さん、おはようございます。お腹の傷の処置に来ました。お布団をめくりますね」

　玲衣が患者の目線に合わせて声かけをすると、にっこりと微笑む。大平さんは上品なお婆さんだ。

「今日はいい天気ね。私は怪我でもしているの？」

　その問いかけに西尾が説明をする。ちなみにこの説明は大平さんにはすでに何度もしている。

「はい。胆嚢という臓器に石が溜まっていたので手術をしたんですよ。お腹に小さな穴を開けて内視鏡という器具を入れて取り除きました。今日は痛いところや、いつもと違うことはありませんか？」

「あら、雄三ゆうぞうさん！　来てくれたのね。私、そろそろ家に帰りたいわ」

「経過が良ければ明後日には帰れますよ。それまで辛抱できますか？」

「そう……雄三さんがそう言うなら、仕方ないわね」

　なんとなく噛み合った会話となり、患者が納得してくれたようなので、創部の消毒をして部屋を出ようとしたがなかなか西尾の手を離さず『また来ますよ』と言って宥めてようやく離してくれたのだった。






「さすがモテ男」

「勧修寺、楽しむな」

「いやいや。素直に感心しているんですよ。病棟の人気ナンバーワンドクターの座は当分西尾先生のものですね」

　玲衣が揶揄うと、西尾は大きく息を吐く。

「本当、勘弁して。お願い」

「ハハッ」

　二人でそんな話をしていると、外科部長がやってきた。

「君たち、仲がいいなぁ」

「は？　外科部長、西尾先生は私の天敵ですよ」

「またまたー。君ら、医局で噂になっているぞ」

「どんな噂であろうと、不本意極まりないです」

　玲衣が鼻を膨らませて否定すると、西尾が苦笑いで同調する。

「部長、俺たち仲はいいですけど友達ですから。誤解なさらないように」

「そうなのか？　西尾くん、ちなみに君には約束した人はいるのかい？　実は、親戚に一人……」

　そっちかよ！　とツッこみたくもなるが、語り出した外科部長に呼び出しがかかり、事なきを得た。

　去りながらも自身の姪を薦めようとする外科部長を二人で見送る。

「助かりましたね。外科部長が誰かれかまわず姪御さんを薦めているのは有名な話だし、断るのって割と大変らしいですよ」

「そうなのか？」

「なんでも、前任の新山先生も声かけられて往生したとか。プライベートなんだから説明する必要はなかったけど、『僕には将来を約束した女性がいます！』って外科部長に説明したら、『じゃあその人を僕に紹介して』って……怖くない？　それで、渋々彼女を部長に紹介したらしいです」

「面倒くさい」

「部長は面倒くさいですよ。だって、かまってちゃんだもん。まあ、次回のピンチには正面から部長を説得してみてください。頑張ってね」

「……嫌だ」

　……と、こんな具合に、玲衣と西尾のコンビは良好な関係だ。

















第四章












　数週間が過ぎた金曜の夜、玲衣は久しぶりに雄司の店に向かった。ドアを開けると、まだ開店の準備をしている最中だった。

「玲衣……またあ？　開店三十分前なんだけど」

「いいじゃん。手伝うから固いこと言わないの！」

「じゃあ、これでテーブルを拭いてくれる？　その後、椅子も拭いてよ」

　ため息をつく雄司から掃除用具を渡され、玲衣は腕まくりをして手伝いを始める。

　掃除を終えると、そろそろ開店時間も近くなってきた。カウンターの隅でスマホを触っていると、雄司が冷えたビールを目の前に置いてくれる。

「はいお疲れ」

「わ、ありがとう」

　早速グラスに手を伸ばすと、雄司が呆れ顔で言う。

「玲衣ってさあ、酒以外に楽しみってあるの？」

「何を失礼な！　ある……と思うけど」

　仕事以外の楽しみと言えば酒だが、それ以外に何があったっけ？　と本気で考えてしまった。玲衣の表情を見た雄司が、今度は深いため息をついた。そして、いつものように雄司の説教が始まる。

「あのさあ、俺が言うのも変だけど酒もほどほどにしてさ、そろそろ彼氏とか……」

　そう言って玲衣の前にポテトサラダを置く。

「当分男はいらないよ。それに、なぜか私に近づいてくる男ってろくでもないのが多いしね」

「確かに……あ、でも西尾先生はいい人じゃん」

「先生は同僚だもん」

「えー、それだけー？」

「彼は本当に真面目だし、いい先生でウマが合うんだ。それだけ」

「はいはい。でも、それだけなのかなぁ～」

「しつこい！」

　西尾とはただの同僚だ。それ以上でもそれ以下でもない……と思う。玲衣がほんの少しだけ物想いに耽っていると、ドアが開かれて客が入ってきた。

「いらっしゃい」

　雄司が親しげに声をかけたので気になって顔を上げると、西尾が笑顔でこちらにやってくる。いくら狭い街とはいえ、こんなにも夜の繁華街で何度も遭遇するとは……。

「お疲れ」

「お疲れさまです。先生、今夜は非番？」

「久しぶりの非番。それにしても、勧修寺は本当にこの店が好きだな」

　そう言いながら、隣のカウンターチェアに腰をかける。

「そりゃあ雄司とは子供の頃からの付き合いだし、この店なら酔っ払っても安心だもん」

「まあ、確かに、俺もここは落ち着くから好きだけどさ」

「ん？　何が言いたいわけ？」

　いい気分で飲んでいる玲衣を、西尾は若干厳しい口調で諭す。まるで雄司みたいだ。

「酒浸りの生活をしていると、十から二十年後にはその美貌は衰えて惨めなものになるぞ。それだけじゃない、勧修寺も知っているだろうけど、アルコールが内臓や脳に及ぼす作用を……」

「わ、わかりました！　わかったから、もう！　お酒は、ほどほどにしますっ！」

「わかってくれてよかったよ。美人が若死にするのを見るのは辛い」

「心にもないことを言って」

「いや、本気だよ」

「口元がヒクヒク震えていますけど？」

「えっ……バレた？」

　二人の会話が終わった頃に、西尾の前にビールが置かれた。

「まぁまぁ……酒の悪影響については俺も玲衣に説教したとこだけど、ここ一応酒場だから。そこんとこ二人とも理解してね。それに、先生は玲衣に説教できないと思うけどな」

「そう言われると弱いな。勧修寺にこの店教えてもらってから、一人で何回も来ているんだよ」

「なーんだ、同類じゃない！」

　雄司が西尾にポテトサラダ、玲衣に生ハムとチーズの盛り合わせを運んでくる。

「わ、美味しそう。ブルーチーズ大好きなんだよね。あ、先生食べる？　塩分がどうたらって、空気を読まない発言はＮＧだよ」

　玲衣が牽制しながら、西尾にチーズと生ハムを勧める。

「美味そうだな、一口いただくよ。雄司君、俺にも何か作ってくれる？　夕飯がわりになるもの」

「オッケー。米系でいい？　玲衣は？」

「私も欲しい。おにぎりがいいな」

「じゃあ俺もおにぎり」

　なんだかんだ言って、西尾だってこの店が好きなのだ。夜勤が続いて玲衣の足が遠のいていた間に、西尾はすっかり雄司と仲良くなったみたいだし、自分が紹介した店を気に入ってくれたのがちょっぴり嬉しかった。

「先生、そういえばあのホルモン療法の患者さんどうしています？　外来に来られました？」

　玲衣が山口さんのことを小声で尋ねると、西尾もすぐにわかったのか、ボソボソと返事をする。

「ああ。ちょうど昨日外来に来たんだよ。強面のベテラン看護師に付いてもらったんだけど、それでもちょっと怖かった」

「え、そうなの？　怖いって、どんなふうに？」

「いや、なんか……やけに情感のこもった目つきと声で『お久しぶりです』って挨拶されて足が震えた。そんな風に思うのは失礼なんだけど、歪んだ好意みたいなものをビンビン感じるわけ。俺さ、前も話したけど、やたらと妙な女性から好かれるんだよ。俺の何が彼女達を惹きつけるんだろうなあ？」

　西尾は簡単に女性を惹きつける。それは、十人中ほぼ全員がポーッとなるくらい。でも、いくら惹きつけられても、距離を一気に詰めようと普通の人は考えないものだ。だから、山口さんのような態度をとる人の中には『変な人』が多い。しかし、それを言うと、西尾の魅力を認めたことになるので癪なのだが……。

「気の毒に。でも甘い蜜には虫が群がるもんだから、仕方ないのかも。先生、運命だと思って諦めれば？」

「甘い蜜って……俺は砂糖水か？」

「その外見だから、いいのも悪いのも寄ってくるんでしょうね。彼女を作るか、いっそのこと結婚すればいいんじゃない」

「無理なことを言うなよ、相手がいない」

　この男、人並み以上に魅力があるくせに女の影がまったくない。赴任してから一月以上が経ち、その間に色々と誘いを受けているにもかかわらず、簡単に誘いに乗らないとも聞く。

「先生、慎重すぎるんじゃないですか？　珍しいよね、その顔で。あ、もしかして男性が恋愛対象とか？」

「バッ……バカな！　俺は女が好きだ」

　立ち上がって宣言したものだから、店内にいた数人の客がギョッとしてこちらに目をやる。雄司はシェーカーを振りながら、呆れ顔で首を振っている。

「はいはい、先生がどんだけ女好きかはわかりました」

　西尾はへなへなと腰を下ろし玲衣を睨みつける。

「俺に恥をかかせて……勧修寺、責任をとれ」

　日を追うごとに、西尾の口調がぞんざいになっている気がするが、とりあえず気にしないことにする。自分も同様だからだ。

「へ？　いいじゃん、酒場での失言は翌朝には皆忘れているから大丈夫。しかも、ここにいる人の中で先生の素性を知っているのは私と雄司だけだろうし」

「俺が忘れないんだよ！　……そういえば勧修寺、男はこりごりだって言っていたな？」

「う、うん」

　なんだか西尾の表情が怖い。何が言いたいのかわからないけど、とりあえず玲衣は頷いた。

「正直に言うと、先生の気持ち少しわかるよ。私も外見だけで『遊んでいるんだろう』とか言われるし、学生時代には変な男に付き纏われたことがあったから。しかも、彼氏に浮気されて別れたばっかりだしね。男はこりごりだわ」

「だよな。俺も患者に付き纏われるのはごめんだし、好きな女にだけ好かれたい。そこで提案があるんだけど……」

「西尾先生、一体何を企んでいるの？」

「勧修寺玲衣、俺の彼女になってみないか？」

「……へ？」

「俺の、偽彼女」

「はぁ？」






　なぜか玲衣は、西尾に拉致られてタクシーに乗っている。

『俺の偽彼女になってみないか』と言われて、一瞬我を忘れたのがいけなかった。西尾に手を引かれて店を出るなりタクシーに押し込まれ今に至る。

「話は俺のマンションでしよう」

「ええっ？　ちょっと、変なことしないでよ」

「しない」

　十五分ほどで西尾のマンションに着き、手をがっしりと握られて部屋に入る。

　間接照明が自動で点灯する廊下を進みリビングに向かう。

「わ、広い」

　呑気に声を上げる玲衣をチラッと見て、西尾は握っていた手を離すとソファーを指す。

「座ってて。コーヒーでも淹れるよ」

「あ、私ミルクたっぷりとお砂糖もお願いします」

「ブラックじゃないのか？」

「何を根拠にブラックだと思い込むのかなあ。私、コーヒーだけは色々入れないと苦くて飲めない」

　拉致られても、飲み物の好みは譲れない。大体なんでもそうだ。玲衣は自分の主張をはっきりと口にする。幼馴染の雄司と綾はそれをわかってくれていた……。ふと、フラッシュバックみたいに元カレと綾の姿が脳裏に浮かび、ドーンと落ち込みそうになる。

「ほら」

　音もなく目の前に置かれたカップ＆ソーサーからは、深く香ばしいアロマが漂っている。ソーサーに添えられた砂糖とクリームの粉末を入れてかき混ぜる間に、また綾の顔が浮かんで玲衣はブルブルと首を振った。

（あ……だめだ。私、まだ吹っ切れてなかったのかな）

　それを怪訝そうに見ていた西尾が玲衣の顔を覗き込んで問いかける。

「コーヒーが嫌なら紅茶を淹れようか？」

「へ？　あ、ううん。コーヒーでいいです。ちょっと、嫌なことを思い出しちゃって」

「嫌なことって？」

（私も容赦がない女だけど、西尾先生も結構容赦ないよね）

　西尾の詮索に戸惑いながらも、自分が言い出したことなので玲衣は説明をした。

「前に話しましたよね、彼氏を幼馴染に奪われたって話。実は彼氏を奪われたことよりも友達に裏切られたことの方がダメージが大きくて……」

「そうか。雄司くんもその子と友達だったのか？」

「うん。雄司も私と綾の板挟みで辛いと思う」

「そうだな……勧修寺は失恋の傷が残っているから男はこりごりだと思っているんだよな？」

　隣に腰をかけた西尾が顔を近づけて話しかけてくるのだが、妙な圧を感じて玲衣は咄嗟に仰け反った。

「そ、そうだけど」

「そこでだ。さっきの話の続きだけど、俺と付き合っているふりをすれば男は寄ってこないぞ。俺も妙な女性が何か言ってきても、勧修寺が彼女なら文句を言われない気がする」

　西尾の考えは短絡的だし、嘘をつくのは玲衣の好みではない。嘘をついてまで男避けはいらないのだ。

　玲衣はスッと立ち上がると、少し離れて西尾を見下ろす。

「結局は嘘をついて人を騙すってことでしょう？　私、そういうの嫌なんですよね。西尾先生、見損ないました」

　玲衣は強い視線を向けて正面から西尾を非難した。

　気持ちよくお酒を飲んで、せっかく仲良くなったけれど、人を騙しても平気な人だったら親しくはできない。

　これで関係が悪くなって仕事に差し支えるとしても仕方がないと玲衣は考えていた。すると、玲衣に叱られた西尾が唖然とした顔から嬉しそうな表情に変わる。頬が染まって、心なしか目が潤んで見える。

（えっ、もしかして泣かせちゃった？）

　玲衣は信じられないものを見た気がして、妙に焦る。

「どど、どうしたの？　ごめんなさい！　私の言い方キツかった？」

「い、いや……ごめん。勧修寺はそんな奴だったよな。俺が悪かった、ごめん」

「いいけど。あの、西尾先生？」

　西尾が立ち上がって玲衣に近づく。一歩、二歩、後ずさる玲衣の手を取り、うっとりした表情で何かを言っているのだが、驚きすぎて耳に入ってこない。

　西尾が完全に自分をロックオンしているようにしか見えないのだ。

　何がどうしてこうなったのかわからないが、怒った玲衣に西尾が感銘していることだけはわかる。

「西尾先生、どうしちゃったの？」

「変か？」

「……変。手を離してくれない？」

「あっ、ごめん」

　ようやく手を離してくれた。とりあえず玲衣はソファーに腰をかけてコーヒーを一口飲むと、西尾もコーヒーを手に隣にくっついて座っている。

「俺、勧修寺に惚れたかもしれない」

「惚れ……！　何を馬鹿なことを言ってるの？　私ついさっき先生を怒ったばかりだよ？　それに、先生のことは同志だと思っているだけで、恋愛対象じゃないから」

「同志か……。じゃあさ、俺がまた馬鹿なことを言ったら、さっきみたいに叱ってくれるか？」

「いいけど」

　玲衣は西尾に視線を向けてしぶしぶ頷いた。しかしこの男、今まで誰にも叱られたことがないのだろうか？　まあ、どうせ良家のお坊ちゃんだろうし、親に叱られる必要もないほど勉強もできたのだろう。もしかしてさっきのが生まれて初めて落とされた雷だったのかもしれない？

（幸せな男だわ、まったく……）

　若干呆れつつも、玲衣は西尾が嫌いになれない。育ちからくるのか、相手を嫌な気にさせない西尾の対人スキルはまるで沼だ。

（あっ、これか！）

　これが、女性に好かれすぎて困る理由かもしれない。それにしても、恋人のふりなどと、妙な思いつきを諦めてくれてよかった。玲衣は早々に退散することにして、アプリを操作しタクシーを呼んだ。

「先生、タクシー呼んだし、私は帰るよ」

「もう帰るのか？」

「当然」

　とっとと玄関に向かうと西尾がついてくる。

「なぁ、やっぱり俺と付き合うのダメ？」

「ダメ」

　沼にはハマるのは嫌だし、この沼は深そうな気がするからだ。

















第五章












　西尾が玲衣に軽くフラれた翌週の月曜、仕事を終えて帰宅した西尾に試練が待っていた。

　ヘトヘトに疲れて自宅マンションに戻ると、玄関ロビーの部屋番号表示プレートの前に患者の山口さんが立っていたのだ。最初は幻覚かと我が目を疑ったが、どう見ても山口さんだ。

　西尾は悟られないよう静かに回れ右をして、そろそろとマンションを出ると全速力で走った。行くあてもなく走り続け、前方に見えたコンビニに飛び込んだ。ランニングに慣れた身でも全速力で走ると心臓が爆発しそうに感じる。店内で水を買い、イートインスペースで一気に飲み干した。

　ロビーで自分に気付いたとしてもさすがに追いかけては来ないだろうと思ったが、それでもオドオドと店内から走ってきた道を確認する。

　誰かに助けを呼ぼう！　そう思って頭に浮かぶのは玲衣の仁王立ちした頼もしい姿。

　スマホを取り出して、迷わず玲衣に電話をかけた。今日は日勤だったから、今なら家にいるかもしれない。玲衣に電話したからといって、どうなることでもないのだが……。

　すぐにハスキーな声で玲衣が応答する。

「はい」

「西尾だけど」

「どうしたんですか？」

　愛想ないように聞こえるが、これが玲衣の通常運転だ。

「マンションのロビーに山口さんがいたんだよ」

「え？」

　西尾の耳には玲衣の声だけではなくて周りの喧騒も聞こえるが、それでも玲衣が驚きの声をあげたのはわかった。

「マジで？　あの山口さんが？　先生、今どこ？」

「えっと、ここは……病院の近くのコンビニだ。俺、びっくりして走って逃げたんだ」

「……わかった。行くから待ってて」

「来てくれるのか？」

「行くわよ。だって先生、家に入れないでしょう？　私は雄司の店にいるから十分もしない内にたどり着けると思う。待ってて」

「ごめん」

　雑誌コーナーの隅に隠れるように立って勧修寺を待つ。手に取った雑誌がエロい本で、慌ててラックに戻すほどには落ち着きを無くしていた。

　無難な情報誌を手に、読んでいるふりをしながら外をチラチラ眺めていた。山口さんはここまでは追ってこないだろうが、それでも自分のマンションで彼女を見た衝撃は大きかった。

　これまでの人生で女性から関心を持たれすぎる経験が重なって、若干トラウマになっている自覚はある。医師になって、患者から特別な好意を向けられることは何度かあったが、自宅にまで押しかけてくる人はいなかった。西尾にとって自宅は、纏った鎧を外す場所で大切な隠れ家だ。だからこそ必要以上に反応してしまった。

　もしかして山口さんは他の住人に会いに来たのかもしれないし、偶然にも同じマンションに越してきたのかもしれない（それはそれで恐ろしいことだが）

　このままマンションに戻ってもロビーには誰もいなくて、取り越し苦労になる可能性もある。

　ぜひそうであってほしいものだ……。

　考え事をしていたので、肩をポンと叩かれてビクッと過剰に反応してしまった。振り向くと、玲衣が心配そうな顔でこちらを見上げている。

「勧修寺……」

「驚かせてごめんね。先生、大丈夫？」

「大丈夫じゃない」

「どうする？　これから帰る？　それともどこかでお茶でも……」

　もう夜も遅い。玲衣を自分の都合で遅くまで振り回すのも悪い気がする。

「これからマンションに戻ってみる。勧修寺の顔を見たら勇気が出てきた」

「私も一緒に行くよ」

「いや、何かあったらいけないからいいよ」

「いいって！　元々そのつもりで来たんだから、行こう！」

　玲衣がにっこり笑って西尾の背中を叩く。

　二人、無言でマンションに向かう。途中で玲衣が西尾を励ますように何度か声をかけてくれる。

「もういなかったりして……それはそれで明日からが心配ではあるんだけどね」

「そうだな。いずれにしても、明日は上司に相談するよ」

　マンションに着くと、ロビーには誰もいなかった。エレベーターホールにも山口さんの影はなく、肩透かしをくらった気がした。

「よかった……。勧修寺、部屋に来てくれ。コーヒーでも淹れるよ」

「あ、うん」

　エレベーターで上階に向かう間、二人は無言だったが別に気まずい訳ではなくて、玲衣はコーヒーよりお酒がほしいなどと考えていた。ふと西尾を見上げるとまだ不安そうな顔をしている。

「先生？」

「いや、やけにあっさりと諦めたな……と思って」

「たしかにそうですね」

　歩きながら話していたから、気づくのが一瞬遅かった。西尾の部屋の玄関ドアの隅、陰になった場所に人影が見えて玲衣はギョッとして声を上げる。

「ヒィ！」

「なんだよ、シャックリか？」

　気がつかない西尾が玲衣にツッこみを入れたその時だった。






「先生……っ」






「え？」

　幽霊みたいに白いワンピースを着た山口さんが、西尾の部屋の前に立っていた。

　当の西尾は声も出せず、隣にいてもわかるほどフリーズしたのがわかった。山口さんが一歩足を踏み出してくると、こちらはぎこちなく一歩下がる。

　自分の部屋の前まで戻ったのに、ストーカーのせいで中に入れないなんて、こんなことがあってたまるか。それに、こんなドッキリは心臓に悪い。西尾がかわいそうすぎて、玲衣は山口さんへの気遣いも忘れ強い口調で問いかける。

「山口さんですよね？　こんな所でどうされたんですか？」

　話しかけながら、バッグの中のスマホをタップして冷静に録音を開始する。西尾に呼ばれて店を出る際に雄司からアドバイスされたのだ。後々面倒なことになった時のために録音した方がいいと。

　正直ガクブルで、スマホを操作しながら『気づかれませんように……』と必死に願っていた。

　山口さんは、隙さえあれば西尾に近づこうとしているから、玲衣の行動にはまったく頓着していなかったので助かった。

「どうって……西尾先生を待っていただけです」

「このマンションってオートロックですよね？　どうやってここまで入り込んだんですか？」

「住人が解錠した時に一緒に入ったんです。あなた……あっ、看護師ですよね？　あなたこそどうしてここに？」

（それ私に聞く？）

　常識の通じない相手に対して怒りが湧いてくる。キツくなる口調を自覚しながらも玲衣は言葉を続けた。隣の西尾はまだ固まっている。

「私は西尾先生に呼ばれて来ました。あの、山口さんも先生に呼ばれたんですか？」

「それは、呼ばれてないけど……」

「マンションの住所はどうやって知ったんですか？　先生からは教えてもらってないですよね？　山口さん、ご自分がされていることを一般的になんていうかご存知ですか？」

「え、何って……先生に会いたいから来ただけなのに、そんなに怒らなくても……」

　とぼけているのか、それとも本気で悪いことをしていないと思っているのか判断がつかない。これでは埒らちがあかない気がして妙に焦ってくる。すると、西尾がようやく口を開いた。

「山口さん、病気のことで心配事があるんですか？」

　西尾に話しかけられて、山口さんの顔色がパッと明るくなる。

「いいえ、体調は先生のおかげで良いです。今日は近くまで来たので先生に会いたくなってやってきました」

「そうですか……山口さんの今していることは、一般的にストーカーに属します。病状で心配事があれば平日に病院を受診してください。それ以外のことでしたら、何も話すことはないのでお帰りください」

「ストーカー……どうしてそんな風に言うんですか？　先生にはずっと面倒を見てくださいってお願いしたじゃないですか！」

「山口さん、その時私はなんとお答えしました？『主治医ですので、外来受診の際には私が診ますよ』とは言いましたが、家に来ていいなどとは言ってないですよね？　これ以上お話しすることはありません、次回診の予約日に病院にお越しください。もうお帰りいただけますか？」

「ひどい……私、今日は先生に告白しようと思って来たのに」

「告白？　どんなことですか？」

　西尾が不思議そうな顔で尋ねる。玲衣も一瞬、病気のことで他に何かあるのだろうかと思ったが、すぐにピンときた。

（やばい、これはアレだ。中高生とかが、好きな男子の家に押しかけてチョコとかプレゼントとかを渡して行う『告白』だ）

　思っていた通り、山口さんはモジモジと手を擦り合わせて近づいてくると、潤んだ瞳で西尾を見上げた。

「先生、あの……私、先生が好きなんです。私の気持ちをわかってほしくて……あの、付き合ってほしいんです。先生なら、私を受け入れてくれますよね……？」

　玲衣が西尾をチラッと見ると、口があんぐりと空いている。普通の男がそれをするとアホ面になるが、さすがイケメンは違う。憂いを含んだ困惑顔にしか見えない。

『先生！』

　玲衣が念をこめて肘で突っつくと、言葉を失っていた西尾が現実に戻った。

「あの……山口さん、正直に言いますと、山口さんは私の恋愛対象ではありません。それは病気のある無しに関わらず……です。それと、私には気になる女性がいますので、きっぱりお断りします」

「えっ……、嘘……っ」

「嘘じゃないです。どうぞお帰りください」

　毅然と言い放つ西尾に玲衣は内心で拍手を送ったのだが、振られた山口さんは泣きそうな顔で後ずさる。玲衣は刃物でも出てきたらどうしようと心配だったのだが、そこまでする気はないみたいだ。やがて、山口さんは玲衣達の横を通り過ぎエレベーターで下階に降りていった。

「勧修寺、入って！」

　二人で急いで部屋に入り、きっちり施錠をした。玲衣がソファーに座ってスマホの録音機能をオフにしている間に、西尾は警備会社に連絡をして不審者が入り込んだことを話し、見回りをしてもらうようにお願いしていた。

　連絡が終わって玲衣の隣に腰をかけると、いきなり頭を下げてきたのでちょっとびっくりした。

「俺を庇って山口さんと話してくれたんだよね？　俺、最初は怖気づいて何も言えなかった。ごめん！」

　なんだそんなことか。と、玲衣は脱力したのだが、西尾は玲衣の手をとって何度も謝ってくる。

「情けないよな、驚きと恐怖で体が固まって何も言えなかった」

「先生、どうってことないですって！　山口さんのやっていることになんだか腹が立っちゃって、詰問口調になってしまったのでそこは少し反省しているんです。だって彼女、子供みたいで、最後には見ていて気の毒になりましたもん」

「そうだな。俺も自分の患者だから、冷たい態度を取るのは辛い。でもここで『気持ちは嬉しい』なんて言ったりしたら藪蛇やぶへびだと思って、キツめに拒絶したつもりだ。今日はなんとか引き下がってくれたけど、もうプロに任せた方がいいかもしれない」

「プロ？　それは……？」

「明日、医局長に今日の話をして、専任の法律事務所に相談してもらう。それと、前任医の新山先生にも問い合わせをするよ」

「それが良いかも。でも、マンションを知られているから、また来られると怖いし、その辺の対策も考えた方がいいかも」

「うん。大袈裟だと思われるかもしれないけど、こっちが個人的に好意を示した覚えがまったくないのに、教えてもいない家にまで来られるなんて本気で怖い。おまけに、断られると思っていなかったのが意味不明」

「私も、山口さんの思考回路が理解できない」

　西尾と話をしながら玲衣は、玄関先での山口さんへの西尾の説明に引っかかっていた。『気になる人がいる……』

（ちょっと待って！　その相手って、もしかして私？）

　思い過ごしかもしれないが、急に西尾を男性として意識してしまい、なんだか背中がゾワゾワしてきた。

　ここは居心地のいい部屋だけど、そろそろ退散した方がいいのかもしれない。西尾がキッチンに立ったのを機に、玲衣はアプリでタクシーを呼んで立ち上がった。

「先生、タクシーを呼んだので、私そろそろ帰ります」

「何かあってはいけないから下まで送るよ」

　タクシーがくるまで西尾はロビーで一緒に待っていたのだが、住人が入ってくると明らかに動揺して身構えている。

「また山口さんが来たら、私いつまで経っても帰れませんね」

「そうだな。俺、怖いもん。なんなら泊まってもらってもいいけど」

「あの……私、一応嫁入り前の独身女性なんですけど、わかってます？」

「俺だって、嫁もらう前の独身男性だ」

「どういう意味？　それって、もしかしてマウント？」

「事実を言ったまで」

　馬鹿話をしていると、やっとタクシーがやってきた。

「あのさ、今日は本当にありがとう。近いうちにお礼をするよ」

「え、いいよそんなの」

「いや、お礼は必ずする」

「……わかった。じゃあおやすみなさい！」

　これ以上、西尾に距離を縮められると困る。今の友達関係が心地いいから、このままでいたい。玲衣はタクシーに揺られながら、そんなことを考えていた。






　翌日のこと。玲衣は昼食後に休憩室にいるところを師長に呼び出された。

「勧修寺さん、ちょっといい？」

「あ、はい」

　談話室に行くのかと思ったら、そのままエレベーターに乗せられる。

「休憩中なのにごめんなさいね。昨夜の西尾先生の件で、医局に一緒に行ってほしいのよ」

「医局ですか？」

　昨夜のことを西尾が上司に相談をしたのだろう。何か聞かれるかもと覚悟はしていたが、医局に呼ばれるとは想像していなかった。師長に時間をもらい急いで休憩室に戻ると、スマホをポケットに入れて医局に向かった。

　医局に入ると、食事後の談笑していた医師たちが一斉にこちらを振り向く。師長が応接室にスタスタと進むので、玲衣も首をすくめて後を追う。医師達の視線が痛い。まず、『お前誰？』とか、『勧修寺が医局に何の用？』といった目でこちらの動きを追ってくる。『しがない病棟看護師に注目しなくていいですから！』と言いたいところだが、どこかからお叱りが飛んできそうなので黙っておく。

　応接室には、院長に医局長、それに外科部長と西尾がソファーに腰をかけていた。師長が一礼して玲衣にチラッと視線を向ける。これは挨拶をしろということだろうと解釈して頭を下げる。

「お疲れ様です。外科病棟看護師、勧修寺です」

「勧修寺君、忙しいところ悪いねー。昨夜のことで少し質問があるんだよ」

　医局長がにこやかに玲衣に話しかける。

「はい。どういったことでしょうか？」

「西尾先生から受けた報告の確認作業をしたいんだよね。西尾先生の話では……入院当初から言動に問題のある患者さんと昨夜マンションの玄関前で遭遇して、勧修寺さんと一緒に話をしたと聞いたんだけど、それで間違いない？」

「はい。間違いありません」

「患者さんの言葉や、西尾先生と勧修寺さんの対応の内容を書き留めたんだけど、間違いないか確認してもらえる？」

「はい、わかりました。でも、それよりも私、昨夜の会話を録音しています。バッグの中のスマホで録音しているので、鮮明ではありませんが、それでもよければデータをお渡しできます」

　そう言うと、西尾が目を丸くしてこちらを見た。

「えっ？　勧修寺、録音していたの？」

「うん。何か問題が起こった時のために録っとけって雄司が……」

「肝が据わってるなぁ……」

　西尾が感極まった声で呟くと、隣に立っていた師長に背中を叩かれる。

「勧修寺さん、グッジョブ。あなたすごいわ！」

　西尾と師長に褒められてちょっとだけ気分が上がる。院内のネットワーク管理者が呼ばれ、すぐにやって来た。

「勧修寺さんのスマホを預かる手もありますが、個人情報が詰まったものなので遠慮した方がいいでしょう。データを添付したメールを病院のアドレスに送ってもらえますか？」

「はい。わかりました」

　少しの作業でメールを送った後、玲衣は西尾が作成した患者とのやりとりの内容を読んだ。大体合っていたので、それを室内にいた面々に報告してお役御免となった。

　帰り際、西尾と師長にこれからのことを尋ねると、師長が神妙な顔つきで教えてくれた。

「病院としては、ストーキング行為からスタッフを守る……ってことに尽きるわね。付け加えるなら、患者側には丁寧に説明をしてこちらの方針を納得してもらうの。録音データがあるから患者も今回の件に関しては捏造のしようがないと思うわ」

「よかったです」

　玲衣がホッと胸を撫で下ろすと、師長が笑顔で玲衣に問いかける。

「それにしても……勧修寺さんと西尾先生ったら水くさいわね、いつの間にそんな関係になっていたの？　誰も気が付かなかったわよ」

「へ？」

「二人は、その……付き合っているんでしょう？」

　玲衣と西尾は同時に互いの顔を見合わせていた。西尾が曖昧な笑顔を作ったので、師長に誤解されては大変と、玲衣は慌てて否定をする。

「ち、違いますっ！　私と西尾先生は、単なる飲み友達です」

「先生、そうなんですか？」

　師長が西尾に確認すると、西尾が曖昧な笑顔のままで肯定する。

「そうですね……飲み友達の関係を絶賛継続中です」

「え、ウソー！　オタクたち、まだ付き合ってないの？」

　気がつくと、玲衣達の背後を外科部長が歩いており、口に手を当てて、会話に加わってくる。『昼休みの休憩室の会話じゃん』と内心でツッこみながら、玲衣はいつもの調子で外科部長に物申す。

「外科部長、いつから聞き耳を立てていたんですか？　付き合ってないですってば！」

「じゃあ、なんで西尾くんはピンチの際に勧修寺さんを呼んだの？」

「それは……」

「ノーコメント」

　西尾が何かを言いかけたので、玲衣は被せ気味に返事をする。自分たちのこれまでの経緯を話す必要は無いと瞬時に判断したのだ。だって、最初の出会いから話されると非常に困る。

「君たち付き合えばいいのに」

「部長ぉ！」

　玲衣が、腰に手を当てて怒ると、部長はテヘッと舌を出して廊下を走って逃げる。後に残された三人は呆れて見送ったのだった。

　午後から西尾が病棟にやってきたが、椅子に座るなりフーッと大きな息を吐いた。

「助かったよ。まさか録音していたなんて。さすが勧修寺」

「そ、そう？」

　西尾に『さすが』と言われて、玲衣の胸が踊った。

　しかし、西尾は忙しいのかさっさと会話を終わらせてキーボードを高速で叩きはじめる。さっきの言葉は既に忘却の彼方のようだ。おまけに、連絡が入ったようでＰＨＳを手に応答している。

「はい西尾です。えっ……ＩＣＵの？　麻酔科の先生はどこ？　うん……うん、すぐに呼んで、俺も今から行くから」

　ＰＨＳを胸ポケットにしまうと、さらに高速で打ち込みを終わらせてから玲衣を振り返る。

「三三〇号室の仙波せんばさん、投薬変えたから薬局に連絡してくれる？　担当のナースにも伝言頼む。外科部長がオペした患者が急変したらしいのでこれから行ってくる。一時間後にまた戻ってくるからよろしく」

「え、外科部長は？」

「少し前に大学病院に行ったんだと。まったく……」

「承知！　行ってらっしゃい」

　そうして、西尾はＩＣＵに行ったきり連絡がつかなくなり、なぜか外科部長の代わりに再手術を施しているとの連絡がオペ室から入り、病棟スタッフ達は驚愕した。

　西尾の担当患者の急ぎの対応や処方は他の新人外科医に頼んで事なきを得たのだが、大学病院から戻ってきた外科部長が呑気に病棟にやってきて皆に冷たい目で迎えられたのは言うまでもない。

　月に一度の大学の講義日だったから仕方ないとはいえ、呑気な外科部長に皆がイラついた。西尾が疲れ切った表情で病棟に戻ってきたのは、玲衣が夜勤の看護師に申し送りを終えて帰る時刻だった。

「あ、西尾先生、お疲れ様です」

「お疲れ。外科部長にやられたよ」

「さっき大学から戻っていましたよ。皆に白い目で見られて早々に医局に退散しましたけど」

「ＩＣＵにも来ていたけど、気を遣わせるのは本意ではないんだ。今回のことは部長の責任ってわけでもないから、大目に見てあげてくれよ」

「先生がそう言うなら……」

　医師同士の気遣いもあるのだろうが、若手の医師に負担がかかるのはいつものことだけど気の毒になってくる。特に西尾は本人の性格もあるのか、さらに仕事を背負う傾向にあるのだ。

　おまけに、たまの休みにはランニングで体を鍛えていると聞く。

　西尾を見て思うことは、「この人仕事しすぎじゃない？」で、とにかく自分をいじめすぎる。目の下にクマを作るまで仕事をしなくてもいいと思うし、ウエアを絞ったら汗がポタポタ落ちるほど走りこまなくてもいいと思うのだ。

















第六章












　山口さんの騒動から数日が経った夜、雄司の店で玲衣が食事をしていると、西尾がフラリとやってきたので、ここぞとばかりに玲衣は物申した。

「西尾先生さあ、働きすぎじゃない？　それに、走り込み過ぎ！　一昨日も見ちゃったんだよね、仕事終わった夜の十時にこの通りを走っていたでしょ？」

「飲み屋街は明るいし、人通りがめちゃくちゃ多いわけじゃないから丁度いいんだ。文句言うなよ、俺がここを走っていたから、あの日も溝に落ちていた勧修寺を見つけられたんだぞ」

「それを言われると弱いなあ……でもさ、自分を痛めつけすぎだと思うよ。しんどくないの？」

　玲衣だって仕事は好きだから頑張るけれど、それは給料に反映するからだ。西尾みたいに他の医師の尻拭いまで喜んで受けるなんてことはしたくない。

「別に、しんどいとも思わないよ」

「ランニングも？　雄司に聞いたけど、現在の体脂肪率一桁とか、修行僧？　一体、何を目指しているの？」

「現状維持かな。シックスパックができているけど見る？」

「見るっ！」

　カウンター席で西尾がシャツの裾をペラっと捲った。滑らかな皮膚の上に綺麗に割れた腹筋が現れて、玲衣は食い入るように西尾の腹部に見入る。

「わお！　綺麗に割れてるね。どんだけ自分をいじめるのが好きなんだろ、まるでドＭだね」

　何の気なしに口から出た言葉だった。だって、ここまで肉体を作り上げるなんて、よほどの筋肉マニアか自分に厳しい人だと思うからだ。

　西尾が黙っているので、玲衣は怪訝に思って顔を上げる。

「どうしたの？　え、私何か変なこと言った？」

　なんとなく悪戯が見つかった子供のような、バツの悪い顔を浮かべてこちらを見つめるものだから、玲衣は思いっきり戸惑った。

「あ……」

　察しがよい自分のことを玲衣は結構好きなのだが……残念なことに気がついてしまった、西尾がＭ気質なのだということに。白目を剥きそうになりながら、玲衣は冷静を保つ。

「な、なんだよ？」

　空気が変わったのを感じとった西尾が慌てて虚勢を張るも、もうバレバレだ。

　思えば……最初からその傾向はあった。嫌がるくせに面倒ごとに関わってしまう体質。現に玲衣との出会いはまさにそれだった。

「先生、もう認めていいよ。自分をいじめるのが好きなんでしょう？　私にそのケは百パーセントないけど、真面目で優秀なドＭは結構いると思うから」

「俺の気質をドＭと決めつけるのはどうかと思うが、たしかに苦しいのは好きだ。耐え抜けば、その先に喜びがある。勧修寺、人には吹聴するなよ」

（はぁ？　その先に喜び？　それがＭ気質だっつーの。それに、私に口止めなんて！　私は友達を売ることはしないし）

　玲衣は内心で大いにツッこんだ。しかも、微量にＳ気質のある玲衣は、揺さぶりをかけたくてウズウズしている。

　ニィーッと口角を上げて、悪魔の笑みを浮かべる。

「じゃあ、私の言うことを聞いてくれたら黙ってもいいよ」

　冗談紛れに脅すと、西尾が整った顔を歪める。

「極悪商人みたいなセリフだな。頼むから、『西尾先生はＭでーす』なんて言いふらさないでくれよ、仕事がやりにくくなるから。それにしても、私の言うことを聞けって……俺、いつも勧修寺の希望は百パーセント聞いていると思うけど」

「そっか。西尾先生って、元々私の下僕なんだ」

「下僕……せめて僕しもべにしてくれないか？　俺は出会った時から勧修寺の僕だ」

　棒読みでセリフを吐いているが、その顔は嬉しそうにニヤニヤしている。玲衣も会話が楽しくてたまらない。

「どれだけ変態なの？」

「変態は禁句。ちなみに自分で計ったことないから、度合いはわからないよ。ところで勧修寺、かなり飲んだだろう？　そろそろ帰らないか？」

「えっ、まだ大丈夫だよ」

「明日は日勤だろう？　それに、毎日酒を飲み続けると……」

　以前酒を飲みすぎる弊害を、脅しも含めて説明されたのだが、今夜も同じことを言われそうだ。

「わかったわよ。まったくもう、西尾先生って世話女房かオカンなの？」

「どっちも女じゃないか！　せめて男で表現してくれ」

「じゃあ、世話焼きおじさん？」

　玲衣がヘラヘラ笑っている間に、さっさと会計を済ませて西尾は戻ってきた。手には玲衣のジャケットを持っている。

「えっ、奢ってくれるの？」

「うん。じゃあ雄司君、また来る」

「まいどー！　玲衣、家では呑むなよ」

「はーい」

　タクシーに揺られながら、玲衣はふと西尾の言葉を思い出して首を傾げる。

「ねえ先生、そういえば私が日勤だってよく知っていましたね？」

「まあな」

　どうして知っているのかを聞きたかったのだが、まあな。で終わってしまった。それに雄司の店で呑んでいると、西尾がやってくるのも不思議だ。それも偶然というには不自然なほどの頻度で。

　このところ、玲衣の日常には西尾が常に存在しているような気がしてきた。仕事をしていても隣には西尾、病棟から離れて仕事をしていてもＰＨＳで西尾に呼ばれる。プライベートで呑んでいても、店に出没する。

「ねえ、先生ってもしかして私のストーカーなの？　山口さんのことをヤバいって思っていたけど、先生こそ超ヤバい人なんじゃない？」

　隣に座っている西尾にストレートに尋ねると、目を丸くしてこちらを見ている。

「あ、ごめん。失礼なことを言っちゃった？　怒んないでね」

「いや、怒らないよ。ようやく気がついたか？　勧修寺にしては気がつくのが遅いよな」

「ようやく気がついた……ってどういうこと？　え、先生って本物のストーカー？」

　玲衣があたふたしている間にタクシーが玲衣のマンションの前に到着した。

「おい、出るぞ。運転手さん、ちょっと待っていてください」

　玲衣の腕を取り、西尾はさっさと車を降りる。引きずられるように外に出た玲衣は、アホみたいな顔で西尾を見上げた。エレベーターに乗り込み玲衣の部屋の前まで送ると、西尾はニッと笑って呟く。

「美人はアホ面も綺麗なんだな。おい、今週の金曜の夜は暇か？」

「金曜……う、うん」

「じゃあ、予約の取れないメチャ美味い店に連れて行くから、おしゃれして待ってろ。迎えに行く」

「どうして、私を誘うの？」

「お礼をするって約束しただろう？　それに、好きな女に美味いものを食わせたいだけだ。ほら、中に入れ。じゃあ、おやすみ」

「え？　今なんて言った？」

　耳慣れないセリフを吐かれた気がしたが、空耳かもしれないと玲衣は聞き直す。それを完全無視して、西尾はエレベーターに向かった。

「勧修寺、早く部屋に入って鍵をかけろ。おやすみ」

「う、うん。おやすみ」

　玲衣は西尾に言われるがまま部屋に入ると鍵をかけて靴を脱いだ。電気をつけて二人がけのソファーにボスンと座り、背に頭を預けて天井を見上げる。

（今夜の西尾先生、ちょっと変じゃなかった？　超強気なドＭって何？　おまけに私のストーカーだったし……。えっ、ちょっと待って！『好きな女』ってどういうこと？）

　酔いのせいもあって、なかなか考えがまとまらない。おまけに頭も痛くなってきた。これから化粧を落として風呂に入らないといけないのに、西尾の言葉が頭を離れない。

　好きな女に美味いものを食わせたいだけだ……。

「そ、空耳……じゃあないよね？　どうしよう」






　翌日。

　西尾が病棟に来たら気まずくて仕事にならないかもと最初はドキドキしていたのだが、忙しく動き回っている内にそんなのどうでもよくなってきた。仕事が忙しすぎて雑念が入り込む余地がない。

　そのうち当の西尾がやってきて、一瞬だけドッキーンと心臓が跳ね上がり、内心で焦っていると、パソコンの前に座っている西尾に手招きされおずおずと近づく。

「お、おつかれさまです。昨日はご馳走様でした」

　奢ってもらったので礼を言うと、それはド無視されていきなり山口さんの話が始まる。

「山口さんのこと師長から聞いた？」

「いいえ。今日は師長休みなんです。何か動きがあったんですか？」

「うん。俺は外科部長から聞いたんだけど……ちょっと場所を変えよう」

　そう言うとナースステーションを出て談話室に入っていくので、玲衣も西尾の後をついていく。周りの看護師達は、玲衣と西尾の動向が気になりながらも、詮索する余裕もないので放置している。

　談話室のドアを閉めると、西尾が立ったまま玲衣に事の顛末てんまつを教えてくれた。

「昨日の夜、別所で山口さんとそのご両親に来てもらって話をしたらしい。病院側は院長と医局長、それに専属の弁護士が出席した。結局、山口さんは別の病院に転院することになった」

「そうなんですか。先生への迷惑行為の結果……ということですよね？」

「それがキモだからね。山口さんは偶然にマンションで俺に会ったと弁解していたらしいんだけど、勧修寺の録音した音声を聞かせたら、本人よりもご両親が先に青ざめて平謝りだったらしい」

「ご両親もお気の毒ですね」

「人のいいことを言うなぁ？　医師へのストーキングは二度目らしいよ、彼女」

「へ？」

「『迷惑行為をやめるか、転院するか、どちらかを選べば訴えない』と病院側が提案したら、両親が泣いて転院させてほしいと言ったらしい。彼女、県外の薬学部に在籍していた時に医学部の学生に同じことをして訴えられそうになって親がもみ消して退学したんだと」

「うわぁ……辛い。薬学部か、勿体無いですね」

「勿体無いかどうかはわからないけど。とりあえず一件落着！　勧修寺には世話になった。ありがとう」

「いえそんな……先生、私忙しいのでもう行きますね」

「まだ話は終わってないんだ。約束の食事……。予約が取れたんだけど、金曜日行くよね？」

「は、はいっ」

　思わずＯＫしてしまった。玲衣は西尾を部屋に残して飛び出ると、ナースステーションに舞い戻った。

「勧修寺さん、どこに行ってたの？　ちょっといい？」

　主任が待ち構えていたようで、玲衣の肩をガシッと掴む。

「山口さんの件、決着したことだけ伝えておこうと思って」

「はいっ！　そのことでしたら、今西尾先生からお聞きしました」

「なんだ、そうだったの？　探して損したわ」

「すみません」

　頭を下げてノートパソコンの乗ったカートを押して廊下に出る。山口さんのストーキング行為が終われば安心だが、もう西尾から『助けて！』と電話で呼び出されることも無くなるのかな……と一瞬寂しい気持ちになったのは、自分でもよくわからない感情だった。






　予約の取れないめちゃ美味しいと評判のフレンチレストラン。

　玲衣は今、西尾と一緒にその店に来ている。明治時代に建てられた旧男爵邸を改装して最新の設備を施しているらしく、雰囲気と居心地は最高だ。一階がカフェと雑貨店、二階を完全予約制のレストランとして営業しているのだとか。

　情報通の看護師が以前カフェに行って、ロマンチックだったと騒いでいたのを思い出す。

　二階に上がり西尾が受付をしている間、玲衣は吹き抜けになっている下階を眺めていた。雑貨スペースにはおしゃれな小物が沢山あるみたいなので、食事が終わったら買い物をしたいと考えていたのだが、ふとフロアを歩くカップルに目が止まる。

「どうしてお酒なんて飲んだのよ？　運転どうするの？　帰れないじゃない！」

　女性が連れの男性に怒りをぶつけていた。車で来たのについ飲んでしまったのだろうか、間抜けな話だ。

（市街地から離れているから少し高いけど、車は置いてタクシーで帰ればいいじゃん）と、玲衣は内心でツッこんでいたのだが……女性の声が一番会いたくない人物の声にそっくりなのが気になる。というか、あれは玲衣の彼を略奪した幼馴染の綾だ。そして、叱られている男性は……。

『ゲッ！』

　場違いなカップルは、元カレと綾だった。顔を合わせたくなくて、玲衣はそそくさと西尾の元に向かう。

（まさか二階には来ないよね？　いやだー！）






　スタッフに案内されたのは個室だったのでホッとした。これで元彼たちに会う可能性が低くなる。室内の装飾も美しく、玲衣はくるくると回って内装を鑑賞した。

「わあ……素敵」

　思わず感嘆の声が漏れるほど。アイボリーに塗られた壁とグレージュカラーの天井の対比が美しく、ビンテージ感のあるシャンデリアの上品な煌めきにも目を奪われる。家具や調度品もかなり値打ちのあるもののようだ。

　ウエイターがアミューズと飲み物を運んできて下がると、玲衣は自分が息を殺していたことに気がついた。

「はーっ」

　思わず大きな呼吸をすると、西尾が笑みを浮かべる。

「緊張しているのか？　こんな店には慣れているだろう？」

「そんなことないよ、私の行きつけは雄司の店だもん。ナイフとフォークを駆使する店なんて滅多に行かないし、この店は別格」

「まあ、そうだよな。俺もよく予約できたと思う」

「もしかしてコネ無しで予約できたの？」

「そう。たまたま個室が空いていたんだ。まあ、個室で食事する客は少ないのかもしれないけど」

「もしかして割高ってこと？」

　この店は人気も料金も高いと聞いていた。玲衣はガクブルで尋ねたのだが、西尾はどうでもよさそうに答える。

「元々の値段を知らないからなんとも言えないな。というか、俺が誘ったんだから値段とか気にされると困る」

「う、うん。ごめん」

「『ごめん』も無しでお願いしたい」

　今夜は何故か西尾のペースで会話が進むので、玲衣はちょっとやりにくい。それでも、アミューズのあと前菜が出て、順番に食事を頂きワインを飲んでいるうちに、至福の味に舌も心も蕩けそうになってきた。ナイフなんていらないほどに柔らかい子牛のステーキを頂いた後、玲衣の口からため息が漏れる。

「はぁーーー美味しい」

「なあ玲衣」

「何？」

　名前呼びをされても、違和感なく答えてしまう。玲衣は自然に、本当に自然に西尾と会話を交わしていた。

「前も言ったけど、俺と付き合わないか？」

「……え？」

　言葉を失っていると、最後のデザートが運ばれてきた。花のように美しいケーキをしばし見つめる。フォークですくうと、綺麗な断面が現れてテンションが上がる。

「綺麗ねー」

「美味いな」

　西尾は断面を楽しむでもなく、さっさと食べている。

　職場や雄司の店で一緒に過ごしている間に、西尾の性分が少しずつわかってきて、違和感なく受け入れられるようになってきたが……さっきの言葉には思いっきり動揺した。

　何度か西尾から『付き合おう』と言われているが、玲衣はなかなかイエスと答えられないでいた。最初に偽彼女にならないかと言われたこともあって、『惚れたかもしれない』と告白された時にもなんとなく信じきれないでいたのだ。

　西尾の申し出を受けるとは限らないが、真面目に理由を説明してほしいものだ。そんな内心に勘付いたように、西尾が口を開く。

「あのさ」

「はい？」

「出会いが最悪だったから、最初は玲衣のことを変な女だと思っていたんだ。でも、仕事はデキるし真面目だし、俺を助けてくれるような侠気がある。何より気が合って、毎日会いたくて、いつも玲衣を目で追っていた」

「そ、それは、どうもありがとう」

　侠気ってところが何気に気になるけど、褒め言葉だと受け取っておこう。

「俺、玲衣のことが単純に好きなんだよ。玲衣と一緒にいるうちに、どんどん好きになっていった。今までは友達付き合いだったけど、これからは俺を男として見てほしい」

　さすがに、正面から告白されて嬉しくない女などいないだろう。玲衣もキュンとときめいてしまった。しかし、西尾とは仕事で顔を合わすわけで、もし別れたりしたら気まずくなる。

　それに元カレの例もあるし、玲衣にはまだ恋愛をする勇気がなかった。

「ありがとう……。でも、ちょっと考えさせてほしい」

「うん、わかった。できれば前向きに考えて欲しい。いい返事を待っている」

　玲衣の答えを予測していたみたいに、西尾は笑顔で頷く。

　元彼と別れた経緯は知っているし、玲衣の性格もわかっているから、考えさせてほしいという答えは想定内だったのだろう。

　食事を終えてロビーで西尾を待っていると、雑貨屋から綾と元カレがいきなり出てきてギョッとする。

（えっ、まだいたの？　どうして帰らないの？）

　西尾の告白に頭が一杯になって、彼らのことがすっかり頭から抜け落ちていたことを悔やんだ。

　最悪だ。目を逸らそうと思ったが、逃げているように思われたら悔しい。元々悪いことをしたのは二人なのだから、自分が卑屈になる必要はないのだ。玲衣は胸を張って正面に目を向けた。

　すると、めざとい綾が最初にこちらに気がついて声を上げる。

「あれ……玲衣？」

「え？　あ、本当だ」

　二人は、悪びれるどころか平気な顔でこちらに近づいてくる。

「玲衣、久しぶりね。こんなところで何をしているの？」

　綾が、お得意のふんわりとした笑顔で話しかけてくる。この顔でどれだけの男を手玉に取ってきたか、近しい友人だった玲衣はよく知っている。

（ほんと、顔だけはかわいいなあ。二面性はあるけど、明るい性格で好きだったはずなんだけど……）

　こんな性悪女と長年友人関係を続けてきた自分を思いっきり責めたい気分だが、今は過去に浸っている場合ではない。

「レストランで食事をした帰りよ」

　毅然とした声で答えると、二人が目を丸くする。しかし、玲衣に連れがいないと思ったらしく、ニヤニヤ笑いを浮かべていきなり失礼なことを言いだした。

「レストランは予約が半年先までとれないのに、よく来られたな？」

「でもさぁ、おひとり様で食事だなんて惨めね。もしかして、一人で食事をするのがカッコいいとでも思っているの？　あ、そうか！　彼氏もいない寂しい女だもんねー」

　綾の言葉に玲衣は軽くショックを受けた。もしかして二人にここで謝罪をされるかも……と一瞬でも思ったことを後悔した。

（私に謝ったら自分達が悪いことをしたと認めることになるから、マウントをとってくるんだね。こんな人間だと気が付かずに付き合っていた私は馬鹿だ）

　玲衣は幼馴染というバイアスがあったから綾の性格の悪さに気が付かずにいた。そのことをようやく悟ったのだった。

　彼らにどう言い返そうかと考えていると、西尾が戻ってきた。

「玲衣、タクシーを呼んでもらった。行こうか」

「あ、うん」

　そうだ、タクシーの中で西尾に思いっきり愚痴ろう。玲衣は気をとり直して立ち上がった。

「玲衣、こちら……もしかして彼氏？」

　珍しいほどのイケメンで、しかも毛並みの良さそうな西尾を見て綾の表情が変わった。

「違うよ」

　今は彼氏ではないので、否定して二人から離れようとしたのだが、なぜか後をついてくる。

「ねえ、紹介してよ。そうだ、ちょうど良かった！　私もタクシーに便乗できないかなあ？」

（はあ？　コイツは何を言っているの？）

　玲衣は驚きすぎて声が出ない。絶交されている相手のデートに割り込んで、しかも自分だけタクシーに便乗とはどういう神経なのだろうか？

　西尾が鬱陶しそうな視線を綾に向けた後、何かピンときたのか玲衣に問いかける。

「なあ、もしかして……」

　玲衣は頷いて、はっきりと口にした。

「元カレとその略奪者」

「やっぱり」

　二人をじっくりと眺めて西尾が呟いた。

「彼らに玲衣は勿体なさすぎる。縁が切れてよかったね。さ、行こうか」

「西尾様、タクシーが参りました」

　スタッフから声をかけられ、西尾が玲衣の背に手を添えて進むように促した。背後で二人が大声で喚く。

「なんだよ、失礼な奴だな」

「ちょっと待ちなさいよ！」

「お客様、申し訳ありません。大声はご遠慮ください」

　スタッフに注意をされた綾はこちらを睨みつけてなおも口を開こうとした。また何か口撃をするつもりなのだろうか？　いつもの玲衣なら綾にきっぱりと物申すのだが、さすがに店内で騒ぐのはよくない。元カレさえもマズイと気がついたのか、綾を諭そうとする。

「俺らもタクシーを呼ぼうよ。なにも玲衣の……」

「うるさいわね！　大体、あんたがお酒を飲んだのがいけないんだから！　おまけに財布を忘れるって何なのよ。私はもうお金を出さないからね！」

　綾が悔し紛れに騒ぎ出したその時、カフェからもスタッフが出てきた。綾と元カレは数人の男性に囲まれて店外に追い出された。

　その後玲衣は何事もなくタクシーに乗り込んだが、彼らがいつまでも店内に残っていた理由がわかって、なんだか物悲しい気持ちになった。

「あの二人は出禁になるな」

「うん……。つい最近まで彼らと親しくしていた自分が情けない」

「お陰で俺は玲衣と一緒にいられて万々歳だ。それにしても、あんなバカップル初めて見た」

「そ、そうだね」

　西尾の言葉に、玲衣は苦笑いを浮かべる。

「あの女、俺達のタクシーに便乗しようと思ったのかな？　彼氏を置いて助手席にでも座る気だったのか？」

「わからないけど、西尾先生にふらふらと吸い寄せられそうになっていたから、少しでも接点を持ちたかったんじゃない？」

「俺は遠慮するよ」

「綾はものすごくモテるから自信があるのよ。それにしても、先生の吸引力ってすごいね」

「吸引って……俺は掃除機か？　万が一吸い込んでも即座に吐き出してダストボックスに捨ててやるわ。しかし、玲衣の幼馴染はクソビッチだったな」

「私もようやく気がついた。二十年以上、私は何を見ていたんだろう……ショックだわ」

「だな。なあ……玲衣、俺の部屋に来ないか？」

「そういえば先生、いつから名前呼びを許しましたっけ？」

　玲衣の返しに嬉しそうに笑う。

「いいから来いよ、渡すものがある」

「渡すもの？」

　物に釣られて西尾のマンションでタクシーを降りたが、ロビーで一瞬山口さんを思い出して気持ちがザワつく。自分でさえ今でも思い出すのだから西尾はまだ怖いのではないだろうか？　エレベーターで上階に向かう間に問いかける。

「先生、もう山口さんのことは怖くない？」

　西尾は秒で振り向いて言う。

「大丈夫。今日は玲衣が一緒だから怖くない」

　その答えで、いつもは怖いのだとわかったけれど、自分が一緒なら大丈夫だと言われると微妙だ。

「私って、そんなに抑止力ある？」

「そういう意味じゃない。俺が安心するってことだ」

「そ、そうなの？」

「うん。さあ入って」

　部屋に招き入れられて玄関でもたつく。今日はハイヒールを履いていたから、脱ぐときにヒールが床のタイルに引っかかってよろけたのだ。

「おっと、大丈夫？」

　西尾に腕を取られて体勢を立て直す。片手で玲衣の体を難なく支える力強さに、少しだけときめいた。

（私ったら、好きだって真剣に言われて急に意識するなんて、お手軽だよなぁ……）

　西尾の部屋に来るのは今夜で三度目なのに、なぜか新鮮に感じて色々なところに目が引き寄せられる。

　前回と前々回は、室内をゆっくり見回る余裕がなかったせいだろうか？　それとも、西尾に惹かれている意識の表れなのだろうか？

　ソファーをよく見ると真っ黒じゃなくてチャコールグレーだったり、ガラステーブルの足元は捻れたデザインで、もしかしなくても有名な物なのだとか、他にも色々と発見がある。西尾は家具や身の回りの物にこだわりを持つ人なのだとわかった。

　その西尾が、身を屈めて玲衣の耳元で囁く。

「なあ、コーヒー淹れるから座って」

「う、うん。ありがとう」

　声を聞いただけで背中がゾクゾクする。どうしたことか、今夜は西尾のフェロモンがやばすぎて、顔を正面から見ることができない。目を見たら多分、吸い寄せられてどうにかなりそうな気がする。

　広い部屋なのに、空気が薄く感じられて息が浅くなる。

（経皮的動脈血酸素飽和度が低下してそう。現在八十パーセントくらい？　酸素吸入しなくちゃ！）

　そんなに低いわけはないのだが、看護用語を唱えていないと、危ない。

　今、西尾に言い寄られたら、簡単に落ちてしまいそうだ。元彼達と会った時に西尾から放たれた言葉は、傷付いた玲衣を勇気づけてくれた。『彼らに玲衣は勿体無い』なんて、痺れるほど嬉しい。

「悪い、砂糖とクリームが切れていた。ブラックだけど紅茶の方が良い？」

「あ、大丈夫。ブラック試してみる」

　コーヒーがテーブルに置かれると、芳しい香りが鼻孔をくすぐる。口に含むとピリリと舌を刺す、大人のコーヒーだった。

「あっ、でも、飲める」

「本当？　よかった」

「これはブラックだけど美味しいね」

「好みを決めつけずに一度受け入れてみるのもいいかもな。そうすれば、毎日がもっと楽しくなる」

　格言めいた言葉が気になって、隣に座る西尾を見上げた。目が合ってしまって、逸らせなくなる。

「なあ、渡すものがあるって言っただろう？」

「うん」

「これなんだけど」

　小さな段ボール箱を手渡され、軽いのかと思って受け取ると、思いのほか重くて落としそうになる。玲衣が驚くことを予測していた西尾がニヤついている。

「中を見てもいい？」

「どうぞ」

　ソファーの上に置き箱の中を覗き込むと、中にはダンベルなどのトレーニンググッズが入っていた。

「……これを使えと？」

「そう。暇な時にダラダラと酒を呑んだりせずに、トレーニングでもすればいい。その方がずっと健康的だ。若さと美貌を大事にしないといずれ後悔する」

　気持ちは嬉しいが、正直ありがた迷惑だ。

「どう過ごそうが私の自由だと思うけど、先生はどうして私にここまでするの？」

「玲衣にはずっと綺麗でいてほしいんだ。俺の大事な女王様だから」

「そのセリフ、ちょっと危険かも」

「そうか？」

　西尾はソファーに両膝をついて箱の中のダンベルを持ち上げると、腕を振り子のように動かす。

「これなんか、初心者に丁度いい重さで持ちやすいぞ。おまけに玲衣に合わせて白にしたから、部屋に置いても違和感ないと思うよ」

「私が白？　真紅とかハッキリした色じゃなくて？」

　白からは清純なイメージしか湧いてこない。

　これまで、個性が強く派手な顔つきから玲衣は赤のイメージだと周りに言われてきた。だから、西尾の言葉が意外だったのだ。

「玲衣は色白で唇の色が淡いピンクだ。いつもノーメイクだし、清潔な感じがして俺は好きだ。今日の服だって白とピンク系だし」

「あっ……」

　今日はおしゃれをして来いと言われていたので、たまたまお嬢さんっぽいワンピースを着ていたのだ。それが図らずもこの色だった。

「言っただろう？　思い込みで決めつけない方がいいって。なんでもそうだよ」

「う、うん」

　ダンベルを箱に戻して床に置くと、西尾は玲衣の隣に腰かけてこちらに体を向けた。虫も殺さないような優しげな笑みを浮かべたまま、さりげなく玲衣の髪を撫でる。

　滑らかで癖のない髪の感触を楽しみ愛でるように何度も撫で続けるものだから、西尾の手が気持ち良すぎて、まるで猫みたいに喉を鳴らしそうになる。やがて頭が西尾の肩に着地し、髪の毛から肩、そして腕を温かくて大きな掌で撫で下ろされる。

　離れた方がいいのはわかっている。でも、玲衣はどうしても動けないでいた。マンションの部屋に入った時から、酸素が少ないと感じるほどに、動揺しているというかドキドキが止まらない。

　告白されてからというもの、西尾を意識しすぎている。職場では仕事に集中しているから問題なかったし、レストランでも周りに人がいたから大丈夫だった。でも、今は二人きり。

　軽いボディータッチのせいで、眠っていた官能が呼び起こされそうで、玲衣はギュッと唇を噛んだ。でも全然嫌じゃなくて逆に気持ちがいい。自分の肌が粟立つように敏感になっているのがわかる。正直に言えば、玲衣は欲情していた。

「逃げないのか？」

　不意に問いかけられて微かに頷く。

　西尾はクスッと笑いながら首を傾けて玲衣の顔を覗き込んだ。玲衣の表情は心細げで、実際の年齢よりも幼く見える。薄紅色の小花模様を散らした柔らかいスカートがソファーにふんわりと広がって、ここにだけ春の花が咲いているよう。

「可愛いな」

「え？」

「玲衣の顔が子供みたいで可愛い。キスしたい」

　その言葉に玲衣の動きが止まる。見上げると、間近に西尾の顔があった。ふんわりと重ねられた唇は、温かくて優しい西尾そのもの。徐々に強く押し付けられる唇を受け止めきれずに玲衣はソファーに背中を預けた。

「キス以上のことがしたい。いい？」

　返事の代わりに目を閉じた。すかさず唇が落ちてくる。性急で激しいキス……。

「んんっ……んっ、んふ……っ」

　強く吸われて、苦しさと相反する気持ちよさに喘ぐ。まるで、真夏のランナーが水を求めるみたいに執拗に舌を絡ませあう。ピチャピチャと粘膜の擦れあう音が響くけれど、音など二人の耳には届かない。ただ、互いを味わい尽くすのみ。
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　こんなにも飢えていたのかと、自分でも驚くほどにキスが欲しい。西尾が欲しい。

　キスを交わしながら、互いの衣類を剥ぎ取りソファーの下に落とす。はあはあと、獣のような息を吐いて。

　現れた真珠色の肌に、掌を這わせて西尾がため息をついた。

「綺麗だ……玲衣の肌ざわりをずっと知りたかった。サラサラで気持ちがいい」

　今夜の西尾はすごく優しい。親密になると、こんなにも極甘になるのかと、玲衣は見知らぬ人を見るようで新鮮に感じる。

　ブラをずり上げられ、胸が大きな掌に包まれて玲衣は小さく声をあげる。

「あっ……」

　先端を指で押されビクッと体が震える。敏感な胸を弄いじられ、覆い被さるように濃密なキスが交わされると、玲衣の喉から甘い喘ぎが漏れる。

「んんっ……んっ……っはぁ……ぁあっ……」

　胸の先端が舌でなぶられ口にふくまれる。愉悦に喘ぎながら西尾の頭を抱きしめて髪の毛に指を埋めると、どうしてだか愛おしい気持ちが湧いてきて戸惑った。

（私……西尾先生のこと……本気で好きみたい）

　こんなに淫らな行為をしている最中に自分の気持ちに気がつくなんて……。玲衣は悦楽に喘ぎながらも、夢中で胸を吸う西尾が愛おしくて、髪の毛をぐちゃぐちゃに弄ってヘアスタイルを崩す。

　床に跪いた西尾に脚を開かれ、玲衣は驚いて声をあげる。

「あ、やっ！」

　ショーツを剥がされ、いきなり陰裂いんれつを舌でなぞられて腰がはねる。固く尖とがる芽を生温かい舌先で転がされて痛いような愉悦を感じる。

「ひっ、あっ……あぁん……っ」

「玲衣、可愛い。そんなに感じるの？」

「そんな風に言わ……な……あぁっ！」

　軽く齧られて腰が跳ねる。玲衣は喘ぎながら、内心で『信じられない！』『信じられない！　噛まれちゃった！』と繰り返し叫んでいた。感じすぎて痛いくらいなのに、やめてほしくない。

　滑る愛液をズルッ……と吸われ、混乱と快感で上体を起こす。

「や！　吸った……の？」

　目を丸くする玲衣に、西尾は口元を手の甲で拭きながら笑顔で頷く。その笑顔がやけに爽やかで、今の状態とのミスマッチに笑いが込み上げてきた。

「やだっ！　こんなにエロい場面で、その笑顔は無いわー」

「そうか？　俺、どんな顔をしてる？」

「めちゃ爽やかな笑顔！」

「ふふっ。玲衣、ベッドに行こう……」






　薄暗い寝室に入ると、玲衣はベッドに腰をかけ、衣類を脱ぎ捨てる西尾を見つめた。いまだ笑いの発作が収まらない玲衣をベッドに上がった西尾が押し倒す。そのまま唇を塞がれて、深く甘いキスが始まった……。口腔や歯を舌でなぞられて、甘い吐息が漏れる。西尾から与えられるすべてが心地いい。良すぎて雲の上を漂っている気分だ。

　脚の間に割り込んだ指が蜜壺に入ってくる。すでに愛液で満ちているそこを長い指で抽送され、痺れるような悦楽が身体を走り抜ける。時折、指が花弁をかすめ腰がビクビクッと震える。

「はぁ……っ、はぁっ、はぅっ！」

「……玲衣、めちゃくちゃ濡れてる。なぁ挿いれていい？」

「ん……」

　避妊具をつけている姿を玲衣は待ちきれない思いで見つめていた。覆い被さってきた西尾が、唇を噛んで自分を見つめる玲衣を見て、堪えきれないという表情になる。

「玲衣、その顔は反則だ。俺、優しくできないかも……」

「先生は十分優しいから、きっと大丈夫。……来て、今すぐに挿れてほしい……っ」

　屹立きつりつが花弁を擦り蜜口からグイ……と押し入った。

「んぅ……っ！」

　衝撃に思わず背を反らす。想像よりもずっと太く硬い楔が柔らかい肉に埋め込まれ、じわじわと奥に進んでいく。奥まで貫かれすべてが収まると、玲衣は無意識に止めていた息をゆっくりと吐き出した。

「はぁ……っ」

「すごく濡れていたから行けると思ったけど、きつかった？　大丈夫？」

「……だい……じょうぶ。すごく、大きくて……びっくりした」

「動くよ」

　西尾が少し腰を動かすと、それだけで愉悦が生まれ、中がザワザワと剛直を締め付ける。

「あっ……！」

　腰が引かれ、一気に奥の深いところまで抉るように突かれ、その衝撃に身体が揺れる。重苦しいような感覚と同時に激しい快感が走り、繋がった場所から愉悦がじわじわと広がっていく。何度も激しく突かれるたびに、玲衣の口から嬌声きょうせいが漏れる。

「はぅ……っ、はぁ……ん、あぁッ！　あ、やぁ……、せんせ……い、気持ちい……っ！」

「玲衣、気持ちいい？　もっと？」

　そう問われ、玲衣は頷く。

「もっと……して……」

　腰を打ちつけられるたびに愉悦が込み上げ中壁が剛直を締め付ける。甘く喘ぐ唇が塞がれて、息さえも奪われそうに激しく吸われる。

「はぅ……っ、ううっ……んんっ……はぁ……」

　まるで灼熱の金属が押し入ったみたいに、脚の間が熱を帯び蕩けていく。最後の一突きで切っ先が最奥を深く抉り、玲衣は意識を手放した……。

















第七章












　最近、玲衣は西尾を意識しすぎて仕事がやりにくくなって困っている。西尾の態度は今まで通りなのが、ますます玲衣の気持ちを乱してしまうのだ。

　ダンベルはありがたく家に持ち帰って風呂上がりに使ってはいるが、効いているかどうかはわからない。結局、玲衣は真面目なのだ。

　西尾との一夜を引きずりすぎているのか……風呂上がりに床につくと肌が敏感になり、身体が疼いてしまう。西尾はやっぱり沼だ。それも足を踏み入れるとズブズブと沈み込む、底なしの沼だった。

　あの夜……遅くに家に帰りつき、正気に戻って真っ先に考えたのは自分のしたことを消しゴムで消せないかなぁ？　というバカなものだった。万が一自分が忘れても西尾は覚えているだろうから、到底無理な話だ。

　公私混同はしたくないし、仕事はきっちりやりたい。だから、玲衣は必要最小限にしか接しないように、西尾が病棟にやってくる午後一時頃になると、パソコンを載せたワゴンを押して廊下の隅で担当患者の看護記録を入力していた。そこに主任が通りかかり、玲衣に声をかける。

「そんな所にいたの？　勧修寺さん、新人の紹介をするからナースステーションに戻って」

「は、はいっ」

　この時期に新人とは珍しい。公立病院なので中途採用はほぼないから、他部署からの移動なのだろう。ともあれ人員増加はありがたい。玲衣はワゴンを押しながら主任の後を追った。

　ナースステーションには日勤の看護師が集まっており、たまたま居合わせた医師の中に西尾もいた。

　パソコン前に陣取って、何事が始まるのかと目をぱちくりさせている顔が面白い。

　玲衣は目立たないように出入り口のそばで新人の挨拶を聞くことにする。

「安藤あんどう　茜あかね、二十一歳です。今年看護学校を卒業して採用されました。最初は小児科外来に配属されていましたが、自らのスキルを磨きたくて病棟に参りました。よろしくお願いします」

　若々しくて滑舌がいいし、色白で清潔感のある外見は、まさに可愛い看護師のテンプレに見える。それにしても、自分から地獄の外科病棟勤務を希望するなんて感心なことだ。玲衣は、期待を込めて拍手をした。

　自己紹介が終わったので、早々にナースステーションを出て担当患者のケアに向かう。食事の摂取量の聞き取りやバイタルの確認、高齢者や寝たきりの患者には歯磨きやトイレ誘導、オムツの交換など、数えればキリがない。

（本当はもっときめ細かい看護をしてあげたいけど、悲しいことに入院患者さんが増えると無理なんだよね。もう一人、私を作れたらいいんだけど）

　そうぼやきたいところだが、玲衣は無駄な妄想をやめて仕事に集中することにした。遠い未来にはロボットが看護をする日が来るかもしれないが、今は人間が目の前の仕事をこなすのみだ。

「井上いのうえさん、失礼しますねー」

　明るい声をあげて、担当患者一人目の部屋に入っていった……。

　二時間後、玲衣はナースステーションにいた。廊下で入力の仕事をしていたが、何度も通りがかりの患者や看護師に声をかけられるので仕事が進まず舞い戻ってきたのだ。

　怒涛の如くキーを打っていると、背後に気配を感じた。

（ん……？）

　振り返ると、西尾がパソコンを覗き込んでいた。

「わっ！　びっくりした」

「悪い。井上さんの食事量ってどれくらいだった？」

　井上さんの入力は済ませているからカルテを読んでくれたらいいのに！　安易に声をかけられて一瞬イラッとするも、西尾だから仕方がないと諦める。この男、玲衣を自分専属の看護師だと決めつけているのだから。

「一割程度です。まだまだ点滴が外せないみたいです。それと、下痢をされていたので整腸剤をお願いします」

「わかった。お粥でも食べるのは無理なのかなあ……栄養科に連絡してくれる？」

「はい、わかりました」

　淡々と返事をすると、西尾がボソッと呟いた。

「玲衣が冷たい」

　いきなり名前呼びをされてギョッとする。キョロキョロと周りを見渡して、誰もいないことを確認した。しかし誰もいなくても今は勤務中だし、誰かに聞かれて噂になるのだけは避けたい。

「先生、仕事以外のことを話さないでください。それに、苗字で呼んでよね！」

　結局怒ってしまうのだ。玲衣に叱られて、西尾は嬉しそうだ。

「やっぱり、だめ？」

「……だめ！　とっとと仕事をしてください」

　仁王立ちで腕を組んで睨むと、頭を掻いて満面の笑みを浮かべるので調子が狂う。怒られて喜ばないでほしいし、職場で名前呼びは絶対にやめてほしい。後でもっと説教をしてやろうと玲衣は心のメモ帳に記録をしたのだった。

　西尾をナースステーションから追い出すと、主任がひょっこり戻ってきた。

「あ、勧修寺さん、週末に安藤さんの歓迎会をするんだけど、一次会の幹事をお願いできない？」

「一次会だけでいいんですか？」

「そう、純粋に食べてちょっと飲むだけの一次会。二次会は各自好きにしてもらうから」

「それならオッケーです。居酒屋でいいですか？」

「あー、彼女はお酒が苦手らしくて、食事メインのオシャレな店にしようかと思ってる」

「えっと、他のメンバーは飲んでもいいんですよね？」

　成人しているのにお酒が苦手とは、もしかしてアルコール分解酵素が足りないタイプなのか？　玲衣からすれば、気の毒な限りだ。

「いいよー。いい店あるかな？」

「オシャレな店……ですね。了解です」

　玲衣は仕事の合間に病棟看護師と外科医師、それから関連スタッフに新人歓迎会のメールを送った。あとは、大人数が入れるオシャレな店を探すことだ。実はこれが難しい。

　玲衣の酒好きは同僚の間で知られているので、色々な店を飲み歩いているのだろうと勘違いされている。しかし、玲衣がプライベートで酒を楽しむのは雄司の店オンリーなので、それほど情報通ではない。しかし、いいことを思いついた。

（餅は餅屋だよね……雄司に聞いてみよう）

　ということで、仕事が終了した午後七時、玲衣は雄司の店にやってきた。西尾に散々酒を控えろと言われ続けているので、今夜はビール一杯だけにしようと決めている。

「いらっしゃい」

　ドアを開けると、そこそこ客が入っている。こう見えて雄司の店は儲かっているのだ。カウンターの空いている席に腰をかける。

「よー玲衣！　お疲れ」

「お疲れ。美味しくて滋養のあるもの作ってよ。あとビール一杯だけ飲む」

「さては西尾さんの説教が効いているな？　シチューとサラダがあるけどそれにする？」

「する！」

　バーなのにガッツリ食事ができるってどういうこと？　とツッこむ声も聞こえてきそうだが、あいにくこの店は特別だ。朝から仕込みを開始して夜に備えている。雄司は元々、名門ホテルの厨房で修行をしていたから料理はお手のもの。洋食から中華、ラーメンだってスープから仕込んでいる。

「ほんと雄司ってば最高！　嫁にしたいくらいだわ」

「丁重にお断りするわ」

「あっ、振られた」

　無駄口を叩いている間に、ビールとサラダが目の前に置かれた。ビールのつまみ代わりか、生ハムがのっている。マジで友達思いの男である。

「ねえ雄司、二十一歳の女子がオシャレだと感じるお店ってどんなの？」

「なんじゃそれ？」

「新人歓迎会の幹事にされたんだよ。リクエストが『オシャレな店（お酒はあんまり飲めないの）』なんだよね。私、そんな店知らないし」

「……俺も苦手だわ、そういう店」

「でしょ？」

「へー、そんな仕事を仰せつかったんだ？」

　背後から声をかけられてドキッとした。振り向くと西尾がニヤニヤ笑って立っている。

「いらっしゃい。玲衣がビール一杯だけで我慢するそうだよ」

　断りもなく隣に腰をかけた西尾は、それを聞くと玲衣の顔を覗き込んで頭を撫でてくる。

「えらいえらい。ようやく俺のいうことを聞く気になったんだ」

「し、知らないし！　雄司、余計なことを言わないでよね」

　玲衣は、恥ずかし紛れに西尾の手を払いのけてビールに口をつける。半分ほど飲んでテーブルに置き『ふーっ』と息を吐いた。

「仕事の後のビールは美味しいねー」

「だな」

　西尾の前にもビールと玲衣と同じサラダが置かれる。おしぼりで優雅に手を拭きながら雄司に今夜のメニューを聞いている。

「今日は何があるの？」

「シチューだよ」

「いいね。俺、パンも欲しいな」

「ガーリックバターを塗ったフランスパンならできるけど、それでいい？」

「私も欲しい！」

　二人の会話に玲衣が割り込むが、それを西尾がやんわりと牽制する。

「玲衣さあ、明日息が臭くなるよ」

「何言ってんの？　自分だって臭くなるんだよ。それに消臭タブレットを飲めばいいじゃない」

「そうか？」

「そうよ！」

　玲衣達の会話を雄司がニヤつきながら見守っている。

「じゃあ二人ともパン追加な？　結局同じメニューじゃん」

　そういえば、西尾と食事をするといつもメニューがかぶる。どうしてだろうと不思議に思ったものの、湯気の立つシチューを目にして全部が吹っ飛んだ。

「わ、美味しそう。雄司ってば最高！」

「だろ？　俺って最高だよな」






　夕食を終えて玲衣は西尾と店を出た。今朝は西尾と顔を合わすのが気まずかったのに、雄司を交えると気持ちが落ち着いてきた。

（セックスしたからって、何かが変わるわけじゃないんだから、平常心でいればいいんだよね？）

　あれは事故みたいなもので、劇的に西尾との関係が変わるきっかけになりはしないのだ。そう思えば今まで通りに接することができる。

　繁華街を歩きながら、玲衣は西尾に話しかけた。

「新人の歓迎会なんだけど、大人数が入れるオシャレな店って知らないかなあ？」

「オシャレな店ねえ……年齢や性別が違うと、オシャレの定義も変わるよな。この前行ったレストランの系列にカジュアルフレンチの店があったけど、何人参加するの？」

「二十人から二十五人くらいかな」

「多いけど、いけるんじゃない？　電話してみたらいいよ」

「うん、後で店の名前教えて。あそこの系列なら味は間違いないだろうし」

「だな」

　連れ立って歩いているうちに指が触れて、気がついたら手をしっかりと握られていた。指を絡ませる恋人繋ぎではなくて手全体を鷲掴みにされている。振り払えそうにない力強さに若干引くも、その掌の温かさに、こちらの胸まで温かくなる。

　しかし、玲衣はすぐさま西尾にツッこんだ。

「なんで手を握ってるの？」

「玲衣が逃げていきそうな気がするから」

　こいつ、意外に鋭い。というか、逃げてもいいと思うのだが……。

「逃げたらいけないの？　どこに行こうと私の自由だよ」

「俺が悲しいじゃないか。一緒にいたいから店にも行ったのに」

「雄司の店が好きだから通っているんだと思ってた。そうか、先生は私のストーカーだもんね」

「そうだよ。玲衣は俺の気持ちなんて全然わかってくれないもんな」

「え？」

「玲衣を好きだってこと。……俺さあ、お前に翻弄されてクタクタよ」

　歩道の途中で、玲衣は立ち止まった。手を繋いだままで西尾も立ち止まる。

「だって、私、略奪されてまだ少ししか経っていないんだよ。先生のことが好きでも、『じゃあ次はこっち！』って、簡単に乗り換えは難しいもん」

「じゃあ、なんで俺と寝たの？　俺はあれで希望を持ったんだぞ」

「先生……私のこと、本気で好きなの？」

「好きだ。前も言っただろう？　なあ玲衣」

　西尾が玲衣の肩に繋いだ手とは反対の腕を回して抱き寄せる。

「もうすぐ俺のマンションだけど、部屋で話をしないか？」

「やだ」

　駄々をこねる玲衣の肩を優しく抱いて西尾がクスッと笑う。

「まったく……仕事中のクールな『勧修寺さん』はどこにいるんだよ？　これ以上ここで揉めたら、職場の人間に見られるかもしれないぞ」

「あっ……そ、そうか」

　それは困る。しかし、西尾の部屋にホイホイついていくのも癪だ。

「じゃあ、私は帰るよ」

　玲衣がタクシーを呼ぼうとアプリを起動すると、西尾が玲衣の手をさらに強く握って自分のマンションの方向に引っ張った。

「玲衣、行こう」

「あっ！」

　手を引っ張って走り出したものだから、玲衣も走らないわけにはいかない。止まれば引きずられるからだ。

「先生っ、強引！　私を拉致ってどうするつもり？」

「頼むから、俺の話を聞いてくれよ」

「もうっ……わかった！　話を聞くから、走るのやめ、ストップ！」

　ようやく西尾の足が止まる。まるで犬みたいだ。ステイって言ったら、座って待つかもしれない？

　結局玲衣は、今夜も西尾の部屋を訪れたのだった。






「はい、どうぞ」

　西尾が砂糖とクリームを添えたコーヒーを玲衣の前に置く。今回は用意してくれたみたいだ。

「ありがとう」

　いそいそと玲衣の隣に腰をかけ、なんとも嬉しそうに微笑みかけてくる。西尾は年上で大柄な男だけれど、可愛い人だと思う。

　そういえば元彼は、コーヒーを玲衣のために淹れてくれたことなど無かったし、この前行ったレストランのような素敵な店に連れて行ってくれたこともなかった。玲衣も別に行きたいとは思わなかったけれど、綾は連れて行ったくせに……と、扱いの違いが気になった。

　二人が往来でイチャイチャとキスをしているところに出くわして別れた訳だが、彼らの弁明を聞かずに連絡を絶ったので、二人がどうして玲衣を裏切ることになったのかはわからずじまいだ。それがいつまでもモヤモヤと玲衣を悩ませて、次の恋に進むのを阻んでいるのかもしれない。

　ボーッとそんなことを考えている間、西尾は玲衣をじっと見ていた。

「玲衣？」

　はっとして西尾に視線を向ける。

「何を考えてた？　悩み事でもあるの？」

「ううん……」

　ソファーの上で膝を抱えて座る玲衣を優しい眼差しで見つめながら西尾が手を伸ばした。頭から肩までを撫で下ろし、そっと引き寄せられる。片方の腰が浮いて西尾の肩に玲衣の頭が着地した。

「言ってみて」

　頭に口付けながら囁かれ、玲衣の肩の力が抜けていく。

「元彼がね……」

「うん」

「そういえば、私のためにコーヒーなんて淹れてくれたことなかったなぁって……そんなことを考えていたら、別れた時の場面を思い出してムカついたんだけど、彼らが簡単に私を裏切った理由をちゃんと聞いてなかったから、勝手にモヤモヤしていた」

「そりゃ、モヤるな」

「でしょ？　特に綾は幼馴染だったから、二十数年間の二人の歴史を全部否定されたようで、いまだに辛い」

「そうか……こればっかりは何もしてやれないけど、ただ言えるのは、人の気持ちをあれこれ想像しても無駄だってことだ。本人にだって、どうして玲衣を裏切ったのかわからないかもしれないし、真実は言いたくないかもしれない」

「そうなのかな」

「そうだよ。じゃあ聞くけど、玲衣はなんで俺と寝たの？　言いたくない？」

「……！」

　誘ったのは貴方ですけど！　と声を大にして言いたいが、西尾が聞きたいのはそういうことじゃない。それはわかっている。

　玲衣だって、西尾に惹かれている。毎日会うごとに好きだと感じる。でも、また裏切られたら？　怖いのだ。元彼みたいに、西尾のことを嫌いになることが。

　黙っていると、いきなり両手で脇を持ち上げられて西尾の腿の上に向かい合わせで乗せられる。跨るような格好になり、スカートが捲れて腿があらわになった。

「なあ、キスして触っていい？　俺、玲衣とグチャグチャになりたい」

「グッ……そんなの、言葉にしないでよっ！」

　玲衣が西尾の肩を叩いて文句を言うと、嬉しそうにククッと笑う。

「そういうとこ、好きなんだよなぁ……」

　また肩をペチンと叩こうとすると、いきなり耳朶が軽く食まれる。そのまま、美味しいパンでも食むように歯と舌の優しい愛撫が続く。

「や、耳っ……」

「感じる？　ここは？」

　首筋から鎖骨に向かって舌が這いチクッと痛みを感じた。

「やっ……」

　玲衣が潤んだ瞳を向けると、西尾は艶然えんぜんと微笑みながら、断りもなくカーディガンのボタンを外している。下に着ているブラウスの小さなボタンも丁寧に外し、ブラのホックも解かれる。その間ほんの数秒、無骨な指なのに、手先の器用さを見せつけられて唖然となる。

「綺麗だ……玲衣、吸いつきたい」

「だから、いちいち口に出さない……っ」

　戯れあっているつもりはないのだが、ついツッこみたくなる。しかし、両手で胸を撫でられツンと尖った先端を口に含まれて、玲衣は言葉を呑み込んだ。そのまま強く吸いつかれ舌で転がされ、愉悦に背がしなる。

「あっ、あぁ……っ！」

　下品なくらいに音を立てて胸を愛撫され、下腹部がじわじわと甘く潤っていく。

「なあ、ベッドでグチャグチャになろう」

「ん……」

　西尾は玲衣を抱いたまま立ち上がり、スタスタとベッドルームに移動する。

（えっ？　私、そんなに軽くないのに……すごい力）

　圧倒的な腕力というか、力の差を見せつけられて、一瞬だけ身体がゾクッと震えた。こんなに力があるのに、普段はそれを他人に感じさせることは絶対にしない。

（男らしいなぁ……でも、ちょっぴりＭっぽいところもあるし、不思議な人）

　ベッドに下ろされると、すぐに衣類を脱ぎ捨てた西尾の手でスカートが脱がされる。ストッキングを脱がそうとして少し伝線すると、慌てて「ごめん」と謝ってくる。

「いいよ、大丈夫」

　全裸になった互いの身体が隙間なく重なり、触れている場所が蕩けそうに気持ちがいい。大きな体は重いけれど、温かくて圧倒的な安心感に包まれる。ぎゅーっと抱きしめられると、玲衣も背中に腕を回して西尾を抱きしめた。

（あー好きだなあ……）

　素直にそう感じて、大きなため息が漏れる。体の力を抜いて西尾の重みや肌を感じていると、自然と言葉が出てきた。

「私……先生のこと、やっぱり好き」

「えっ、本当に？　嘘ついてない？　嘘なら俺、泣くよ」

「うん。私、先生のそういうとこ好き。ちょっとヘタレで、でも頼り甲斐もあって、私のこと大事にしてくれるところ……」

「玲衣っ！」

　玲衣は万力のような力で抱きしめられて口を塞がれた。ふいに漏れた本心が西尾を煽ってしまったようだが、後悔してももう遅い。

「んっ……ふぅ……っ」

「はぁ……玲衣、好きっ！　俺、絶対大事にするから」

「んんんっ……っはぁ」

　嬉しすぎて、気持ちの制御ができないのか？　西尾のキスは玲衣の息さえも奪ってしまいそうに激しい。必死にキスに応えていると、脳が酸欠になりそうだ。やっとキスが終わったと思ったら、乳房を揉みしだかれ、先端が口に含まれる。

「あぁっ！　ああ……ん、あ、やぁ……っ」

　西尾の手が脚の間に伸び、茂みの中の花弁を探る。すでに潤んでいる蜜口に指が滑りこみ、クチュクチュと湿った音を立てる。

「あ……っ、ぁう……っ……」

　乳房と蜜口を同時に攻められて、玲衣の腰がビクビクッと震える。長い指が入りこみ、水音を立てて内壁を擦るとトロリとした愛液が腿を濡らす。

「いくらでも出てくる……すごく感じているんだろう？」

「や……っ、そんな……っ」

　クチュリクチュリ……水音と二人の荒い息が寝室を満たすが、玲衣の耳には何も入ってこない。ただ、中に西尾を感じたくて、手を差し伸べた。

「先生っ……もう待てない……ね、挿れて……っ」

「わかった。待って、ゴムをつけるから」

「ん……」

　西尾が背中を向けてゴムを装着する姿を、玲衣はじっと見つめていた。西尾が振り返り目が合うと、玲衣の髪の毛を撫でて囁いた。

「玲衣のその顔好きなんだ。下唇を噛んで、ガン見されるとゾクゾクするよ」

　つまり睨んでいるように見えるということなのだろうか？　それがどうしてゾクゾクに繋がるのか？　西尾の性癖は未だ不明だが、とりあえず気に入ってもらってよかった。

「先生……？」

「うん。あの……さ」

　玲衣の両膝を曲げてのしかかりながら、西尾はまだ言いたいことがありそうだ。

「俺の名を呼んでほしいんだ。先生じゃなくて……」

「あっ、うん。……し、忍……さん。忍……来てっ」

「うん、行くっ」

　怖いくらいに怒張した屹立が蜜口に押し当てられ、グイッと腰を押し付けられる。それだけで感じてしまって、玲衣は鼻にかかった声を上げる。

「ぁん……っ」

　小刻みに腰を揺らし屹立が埋め込まれていく。腰がピッタリと合わさり、全てが中に収まると、玲衣の口から満足そうなため息が漏れた。

「ふぅ……っ……」

「動くよ」

　抜ける寸前まで腰が引かれ、ゆっくりと隘路あいろを擦りながら入っていく。緩やかな抽送を繰り返し、たまに速度を変えて中奥を突く。

「ん……っ、んぁ……っ……あぁ……」

　シーツを掴んで、打ち据えられる衝撃に耐えながら、玲衣は声を枯らせて喜悦に咽ぶ。

「あぁ……玲衣、持っていかれそう。気持ちいい……」

「忍……っ、あ、や……っ、いぃ……っ、あ、そこっ……」

　子宮口をゴリゴリと押されて背がしなる。貪欲に腰をぶつけあい、悦楽の極みに達しそうになる。お腹側の感じやすい角度を剛直で何度も突かれ、玲衣は嬌声をあげ続けた。

「……んあぁ……っ！　あぁっ……やぁ……！」

「くっ……玲衣っ……イク……」

　汗ばむ身体を絡めあい、二人は絶頂に達した……。

　放心状態になっていると、西尾が気怠く身体を起こして玲衣を抱きしめる。

「このまま眠りたい」

「うん……」

　そうして、二人は幸せな眠りについたのだった。






　新人看護師安藤の歓迎会は、西尾のアドバイス通りにカジュアルフレンチの店に決まった。その日は夜勤明けだったので、仮眠をとり皆より早めに店に着く。約束の時間にやってきた参加者から会費を回収して、席決めのクジを引いてもらい席に着いてもらう。この席決めクジは病院で宴会をするときの決まり事だ。

　開始時刻近くになると、続々と参加者が集まってくるので忙しくなってくる。西尾は外科部長と一緒にのんびりとやってきた。

「お疲れ様です。クジ引いてくださいねー」

　笑顔で声かけをすると、玲衣にだけわかるように西尾が目配せをする。

「勧修寺さんの席はどこなんだ？」

　外科部長が呑気に問いかけてくるので、笑顔で答える。

「幹事なので、出入り口の近くです。今日は御用聞きなので、部長くれぐれも手がかからないように大人しくしてくださいね！」

　あらかじめ釘を刺すと、部長は怒るどころか、玲衣に優しい言葉をかけてきた。

「フレンチなのにゆっくり食えないのは気の毒だなあ」

　たまに優しいことを言うから、面倒くさい人だけど許せるのだ。

「大丈夫です。私が退職するときには安藤さんに幹事をやってもらいますから」

　軽く答えると、背中を見せていた西尾が咳き込んだ。その隣で外科部長が驚愕して叫ぶ。

「えっ！　勧修寺さん辞めるの？　それは困る！」

「いいえ。いつか、もしも……の話です。それより、西尾先生、大丈夫ですか？」

　背中を思いっきり叩いてやると、涙目で手を挙げる。

「だ、大丈夫」

「西尾君、大丈夫？　君、疲れてるの？」

「まあ……疲れているのは部長のせいですけど」

「えっ、心外だなぁ」

　ゴホゴホと咳き込みながら自分の席に向かう西尾の後を部長が嬉しそうについて行く。

（まったく……いいコンビだわ）

　歓迎会は和やかに始まり、皆は上質なフレンチを美味しいと喜んでくれた。たまたま新人の隣に西尾が座ったのだが、主役の安藤が西尾に見惚れるので皆で囃し立てて場が盛り上がった。当の西尾もまんざらではない様子なのが玲衣は気に入らない。

（そりゃあ、新人ちゃんは二十一歳だけどさ。西尾先生も若い子がいいんだね）

　と、少しだけいじける。やがてお開きになり、それぞれ小人数のグループになって散らばって行く。玲衣は皆を見送っていたのだが、安藤と共に二次会に行くメンバーが西尾をしつこく誘っていたのでハラハラした。しかし西尾は、用があるからと断ってメンバーから離れた。

　玲衣はそれを見届けてからタクシーに乗り込んだ。行き先を伝えようとすると、西尾が強引に乗り込んでくる。

「えっ？」

「便乗させて。彼女達しつこいんだよ」

「ちょっと、皆がこっちを見てるわよ。大丈夫？」

　振り向くと、二次会に向かうメンバーが西尾の乗り込んだタクシーを見ている。玲衣が乗っていることは知らないかもしれないが、関係がばれてしまうのではないかと心配になった。

　しかし、西尾は別に気にしていないようで、勝手に運転手に自分の住所を告げている。

「大丈夫って何が？　プライベートを探られても、俺は問題ないけど。玲衣は俺と一緒にいるのを見られたら嫌なのか？」

「色々とやりにくくなるし、関係を聞かれても困るもん」

「そうか？　プライベートなのでお答えできませんって言えばいいと思うけど、現に俺はそうしている」

「……」

　西尾の言うことはもっともだが、なんとなくモヤモヤする。

　マンションに連れて行かれ、ソファーに座っていると、西尾がコーヒーを淹れてテーブルに置き隣に腰をかける。

「なんで拗ねてるの？」

「拗ねてない」

「何か言いたいことがあるんだろう？　歓迎会の途中から玲衣の視線をバンバン感じたし、死ぬほど冷たい目で俺を見ていて背筋が凍った。なあ言ってくれよ、気になるじゃないか」

「別に……ただ、若い子がいいんだねって思っただけ」

「へ……？」

　玲衣は言ったことをすぐに後悔した。

「ご、ごめん。私、帰る！」

　きっと西尾は呆れているに違いない。玲衣は恥ずかしくなって、バッグを手にして立ち上がった。

「玲衣、待って」

　西尾に腕を掴まれて軽く引っ張られる。そのままソファーに倒れ込み、後ろから抱きしめられた。

「安藤さんに嫉妬したんだよね？　彼女に親切にしたのが気に入らなかったの？　そうだったら俺、メチャクチャ嬉しいんだけど」

「いちいち確かめないでよ。もうっ……ばか」

「安藤さんを気に入るはずがないだろう？　玲衣以外に俺に合う女はどこにもいないのに」

「そんなの知らないもん……っ、あ……っ！」

　いきなり背後から首筋に吸いつかれて思わず背がしなる。裾から差し入れられた手が素肌を忙せわしなく這い、胸元まで辿り着くとブラが押し上げられて、まろい膨らみを強く愛撫される。先端が摘まれて指先で捏ねられると、蕩けるような甘い愉悦が込み上げて、思わず声が漏れる。

「あぁ……っ」

　首にチクッと痛みを感じて振り返ると、唇を塞がれて荒々しく舌を絡め合う。

「んふ……っ……んんっ……」

　唇を塞がれ、片方の手で胸を弄られ、もう片方の手がスカートをたくし上げてショーツに入り込み花弁を探ってくる。潤んだ蜜口に無骨な指が入り込み、水音を立て膣の中を行き来するたびに玲衣は甘い声をあげる。

　西尾の舌も、掌も、膣の中の指さえも熱い。舌を強く吸われ、中の指は数を増して奥を探っていく。無骨な指の感覚がダイレクトに感じられて、玲衣はひどく興奮してしまい、腰を震わせながら甘く喘ぐ。中がザワリ……と蠢うごめき、西尾の指を締め付けるのがわかる。

「ん……っ、ふぅん……ん……ふっ……」

「ねえ……指でイキたい？」

「や……っ」

　指も感じるけれど、本当に欲しいのは熱く硬いものだ。玲衣は悦楽に涙目になりながら乞う。

「指じゃなく……て、欲しい……っ」

　前回の交わりを思い出し、熱い体に包まれてもっと激しく求めて欲しいと願ってしまう。

（私ったら、どうしちゃったの？　こんなに積極的なタイプじゃなかったのに……）

「玲衣……可愛い……。俺のが欲しいの？」

「ん……っ」

『うん』と言えずに、玲衣は微かに頷いた。

　避妊具が素早く装着され、玲衣は熱い身体に包まれた。背中に腕を回してしがみつく。脚が開かれ、玲衣の片足の先が天井を突く。そのまま無防備な体勢で屹立が押し当てられてグイ……と中に入り込む。

「はぁ……ッ！」

　半分入っただけで、激しい悦楽に声が漏れる。何度か浅い抽送を繰り返し、内壁を擦りながら奥へと埋め込まれていく。喘ぐ玲衣に西尾がチュッとキスを落とし、ニッと笑顔を見せると、熱い屹立がズン！　と押し込まれた。

「ああっ！」

　根元まで埋められた屹立が最奥を突き、玲衣は激しく仰け反る。圧迫感と絶え間ない愉悦にまみれて、突かれるたびに玲衣の口から浅い息が漏れる。

「はっ、はっ、はぁ……っ、はぁ……、あ、や、あっ、イク……ッ」

「……っ、玲衣ッ！」

　玲衣が身体を震わせて達すると、西尾も同時に薄膜の中に精を放った。折り曲げられた片脚が下ろされ、弛緩する玲衣の上に熱い体が覆い被さる。

　身体をピッタリと合わせて抱き合い、互いに見つめ合う。どちらともなく笑顔になって、二人はまた口付けを交わした……。

















第八章












　歓迎会の夜から、数週間が経った。

　あれから、二人のスケジュールが合う時には、必ず西尾の部屋で互いを求め合うようになっていた。玲衣は相変わらず通常運転の言いたい放題なのだが、西尾は完全にそれを悦んでいるので、最近は逆に玲衣の方が口を慎む傾向にある。

（あんまり悦ばれると、やりにくいのよね……）

　西尾の仕事も順調で、下血騒動のあった誉田さんは精神科に受診し投薬を受けて衝動が落ち着いているらしい。退院後しばらくしてから病棟に挨拶に来てくれて、玲衣と病棟主任に口ごもりながらも感謝の言葉をくれた。

　入院のきっかけや術後の騒動のせいで本人も気まずかっただろうに、こうして顔を見せてくれたということは、変わろうという気持ちの表れなのだと思われる。

　西尾の外来にも受診に訪れて、色々と相談もしていたと聞く。誉田さんが帰った後で、主任がしみじみと言う。

「西尾先生があそこまではっきりと言ってくれたから、誉田さんも精神科に受診する勇気が出たんだと思うわ。薄々本人も自分の状態には気がついていたんだろうし」

「やっぱりそうですよね。最初に指摘された時には、人ごとみたいな顔をされていましたけど、あれは内心を隠していたってことなんですね。主任……今回は勉強になりました」

「私も勉強になったわ。西尾先生、最初は外面だけいい人なのかと思っていたけど、中身もちゃんとしていて、本当にいい先生ね」

　主任の毒舌とも取れる言葉に玲衣はプッと吹いた。玲衣も同じ印象を最初は持っていたからだ。

「主任、言いますねぇ。実は私も、最初は胡散臭いと思っていました」

「ふふっ。でも、人を見る目もあるわよねぇ。勧修寺さんをちゃっかり掴まえているんだから、大したものよ」

「……ええっ？」

「知らないと思ってた？　誉田さんの騒動の時、西尾先生と勧修寺さんの連携があまりにも鮮やかだったから、もしかして……って思ったのよね。歓迎会の後一緒にタクシーで帰ったでしょう？　あの時に確信したわ。あ、でも、気がついている人は少ないと思うし、誰にも言わないから安心して」

　主任の爆弾発言で、玲衣の背中に冷や汗が流れた。何か気の利いた返しをした方がいいのに、驚きで二の句が継げない。あの騒動の際の何にヒントが隠されていたのだろう？　あの時にはまだ交際はしていなかったはずなのに。

（主任……怖い）

　その日の夕方、玲衣が薬剤保管室で物品をワゴンに移していると、廊下を歩く外科部長と西尾の声が聞こえた。

（また一緒にいるわ。まったく、仲がいいんだから）

　仲良しコンビの会話を聞くでもなく仕事をしていると、気になるフレーズが耳に入ってきた。

「急だね、再来週だって？」

「そうなんですよ。教授は気まぐれですからね」

「今度は遠くなるなあ。○○市は魚介類が豊富だったよね？　楽しみだ」

「……部長、遊びに来るつもりですか？」

「え、ダメなの？」

　楽しそうな会話だが、西尾が異動するみたいにしか聞こえない。

（は、初耳なんだけど……）

　そんなこと全然聞いていない玲衣は、ショックでしばらく動けなかった。薄暗い部屋で薬品棚に手をかけてボーッとしていると、ドアが開かれて小野が入ってきた。青白い顔の玲衣を見て、ギョッとする。

「びっくりした！　勧修寺さん、脅かさないでくださいよー」

「あ、ご、ごめん。邪魔だよね、すぐに出るから」

　玲衣は必要な材料を慌ててワゴンに載せると、薬品倉庫を飛び出した。

（仕事！　仕事をしなくっちゃ！　西尾先生のことはまた後で考えよう）

　患者のケアをしている間は無心でいられたのだが、ナースステーションに戻って電子カルテに入力をしていると、外科部長と西尾の会話が頭をよぎる。『再来週だって……』『遠くなる……』全てが玲衣にとって嫌なワードでしかない。

　どう考えても、西尾が再来週に遠いところに赴任するようにしか聞こえない。この前異動してきたばかりなのに、早すぎる。

　上司とはいえ、外科部長が自分よりも先に異動を知っているのも地味に悔しいし、再来週の異動なら、以前から話があったはずだ。西尾が自分に何も話してくれないのはどういうことなのだろう？

　最悪の結末を想像して、手が震えてきた。西尾は転勤を理由に、自分からフェードアウトするつもりなのではないか？　玲衣の頭の中はそんな想像でいっぱいになっていたのだ。

（やっぱり、私って男運が悪いのかなぁ……）

　好きにならないように、友達のままでいようと自制してきたのに、西尾のアプローチが強引すぎて落ちてしまった。もう後戻りできないくらい好きになってしまったというのに、この展開は辛すぎる。

（どうしよう……このまま自然消滅？　それとも……別れを言い渡されるの？）

　悪い方にしか考えられなくて、気持ちがどんどん落ちていく。最悪な気分のままで仕事をしていたのだが、午後イチに入院した患者のバイタル計測をしていなかったことに気がついて慌てて計測に向かう。気が付いたのでよかったが、心が乱れている証拠だと自分を戒める。

　夕方になり、夜勤の看護師に申し送りを終えバタバタしている間に、もう午後七時近くになっていた。慌ててロッカールームに向かう。スマホを見る暇もなかったので確認すると、西尾から二時間前にメッセージが届いていた。

『話があるから、玲衣のマンションに行っていい？』

　今日立ち聞きした異動の話に違いない。今日は疲れすぎてヘビーな話を聞く心の余裕がない。玲衣は咄嗟に『調子が悪いので今日は無理です』と返信してしまった。この理由なら今夜は凌げるだろうと思ったのだ。そして、スマホをバッグの奥に押し込んだ。たぶん西尾から電話が入るだろうから、調子が悪いことを理由に出ないつもりだったのだ。

　帰り道、雄司の店に行こうかと考えたが、悪酔いしそうな気がして行くのは止めにした。西尾に深酒を注意されてからというもの、酒量は確実に減っているし、酒に弱くなった気がする。

　もしかしたら、西尾とは別れるかもしれないけれど、せっかく得た健康的な習慣は捨てたくない。コンビニに寄って低脂肪牛乳とバナナを買って夜道をトボトボと歩く。

　マンションにたどり着いたが食欲が湧かない。バナナを食べて西尾が勝手に置いていったチョコレート味のプロテインを低脂肪牛乳で溶いて飲む。

　気がつくと、玲衣の怠惰な習慣は消えて、ほとんどが西尾の提案する健康的なものに変わっていた。西尾の存在無しに今の玲衣の生活は語れない。

　もしかして、西尾の話は異動の報告と遠距離になるけど大丈夫？　的なゆるいものなのかもしれないが、それはイコール『別れ』に繋がるのだと玲衣にはわかっている。

　玲衣の知り合いの中にも医師と付き合った看護師はいたが、ほぼどちらかの浮気や異動で交際は消滅している。お互いに忙しすぎる職業だから、職場が離れると会うことができなくなるし、医師には誘惑が多いからだ。

　風呂に入る用意をしていると、インターフォンが鳴った。

「はい」

　居間に備え付けられているドアフォンで応対する。

『俺、入れてくれる？』

　西尾だ。今夜やって来るとは思わなかったが……体調が悪いと返事をしたから逆に心配してやって来たのだと、今になって気がついた。

（そりゃそうか。だって、医者だもんね）

　ここで押し問答しても隣近所に迷惑がかかるので、玲衣はドアを開けた。

「ごめん。調子どう？」

　買い物をしてくれたのか、袋を提げて入ってくる。

「うん。ちょっと頭が痛いだけだから……」

　今は痛くないけれど、頭痛のせいにした。いつもと変わらない表情で玄関に立っている西尾を見ると、ふっと安心感に包まれる。おかしなものだ、ついさっきまで別れの予感で気持ちが塞がっていたというのに。

「これ、パンとか惣菜を買ってきた」

「ありがとう。ごめんね」

　冷蔵庫に袋の中身を入れながら、玲衣は滲んでくる涙を堪えていた。優しい西尾に、自分から引導を渡してあげなくてはいけない。

　玲衣はソファーに座る西尾の隣に腰をかけた。

「あの……ね、もう私の心配なんてしなくてもいいよ。先生は再来週になれば転勤するんでしょう？」

　玲衣の言葉に西尾の動きが止まった。

「……え、なんで知ってるの？」

「外科部長と話しているのを偶然聞いたのよ。全部わかっているから、話は手短にお願いしたいな」

　どうせ別れ話なのだ。まだ始まったばかりの関係だったけれど、気がつくと西尾は玲衣にとって誰よりも大切な人になっていた。

　今頃気がついても遅いのだけれど……。泣きそうになりながらも、それを顔にも態度にも見せないで、玲衣は毅然と西尾に対峙していた。

「あのさあ、俺、来月には転勤するんだけど、その……よかったら一緒に来ないか？」

「……えっ？」

　意外な展開に戸惑って思わず声を上げると、西尾が照れたような表情で玲衣を見つめている。驚きすぎて二の句がつげない。無言の玲衣に、西尾は焦ってしどろもどろになる。

「あ、あの、一緒っていうのは、玲衣も仕事があるからすぐには無理だろうけど……休みにはお互いに行き来できないかな？　それで、いずれは一緒に住まないかな……なんて」

　目を見張る玲衣を見て不安そうな顔で尋ねる。

「もしかして、嫌か？　○○市はここよりは田舎だけど、海が近くていい所なんだけどな。……やっぱり、俺と一緒じゃだめ？」

「……じゃない」

「え、何？」

「ダメじゃない！　けど、それって同棲するってこと？」

「いや、その、いずれは、け、結婚……してくれないか？」

　西尾の不器用なプロポーズは続く。玲衣は嬉しすぎて、西尾が可愛すぎて、もっと求愛の言葉を聞きたくてごねてしまう。

「いずれ？　それっていつ頃？」

「いや、俺はすぐにでも入籍したいけど、お互いの両親への挨拶とか色々することがあるだろう？　というか玲衣、俺、今プロポーズをしてもいい？」

「私に聞かないでよ。先生はどうしたいの？」

「したい。二日前に異動の打診をされた時に、真っ先に玲衣のことが頭に浮かんだんだ。『玲衣に会えないんだ、どうしよう』って。だから、本音は、赴任先に俺の妻としてついてきて欲しい」

「先生……」

　玲衣は感激して言葉にならない。

　潤んだ瞳の玲衣に、手を差し伸べて西尾が言う。

「なあ、もうＯＫなんだろう？　俺と結婚してよ」

「うん。してあげる」

　玲衣は西尾の胸に飛び込んで、大きな背中に腕を回してギュッと抱きしめた。






　間接照明に照らされた寝室で、二人は身体を絡ませあっていた。キスを交わしながら互いの充血した秘所を押し付け合うけれど、それだけでは全然足らなくて、もっと深いところで繋がりたくなる。西尾がベッドに腰をかけて避妊具を着け玲衣の腰に跨る。

「玲衣、挿れるよ……」

　張り詰めた屹立が滑った蜜口に押し当てられ徐々に入っていく。硬く重量感のあるそれが、花弁を蹂躙じゅうりんしながら進んでいくと、玲衣の喉から細く甘い悲鳴のような声が漏れる。

「ひぅ……っ、あっ……や、おっき……」

　少しずつ腰を進めながら入っていき、やがて根元まで剛直が埋まった。隙間がまったくないほどに膣内が占領されて、少しでも動かれたらすぐに達してしまいそうだ。

「……っ、玲衣の中、すごく締め付けて……挿れただけで達いきそう」

　そう言いながら、ズリ……ッと屹立が半分引かれ、間髪をおかずにズンッ！　と奥まで突かれる。内壁を抉るように抽送を繰り返されて、その激しい揺れで頭がヘッドボードに当たりそうになるほど。クチャクチャとゴムの擦れる音が速いリズムを刻むと、玲衣の腰からとろけそうな愉悦が全身に広がっていく。

「んあっ……！　ん……っ……あ、ぁ……っ、しのぶぅ……もうっ、私……っ」

「玲衣……俺も……っ」

　ひときわ激しく突き上げられ、腰にズシンと衝撃を感じたその時……目の前がチカチカ光って、玲衣は高みに登りつめた。

　時間にすると数分だろうか、気がつくと玲衣は西尾に背中から抱かれ布団にくるまっていた。

　汗はすっかり引いていたが、シャワーを浴びたいと思い、少しだけ身体を動かした。

「ん……玲衣？」

　西尾が起きたようで、ウエストを掴んでいた手の力がこもる。

「起こしちゃった？　ごめんね」

「いや。俺も一瞬だけ意識を失ってた」

「疲れているんだよね？　シャワーを浴びて寝る？」

「いや……」

　ウエストを掴んでいた手が離れ、腿の間の湿った場所に入り込む。そのまま花弁を指で軽く捏ねられて玲衣の腰がビクビクッと震える。

「あ、やぁ……ん」

　少し前に達した体はまだ敏感すぎて、触れられると痛みと快感を同時に与えられているような刺激を感じる。お尻に硬いものが押し付けられているのがわかって身を捩よじる。くるりと向き合えば、懇願するような表情の西尾と目が合った。

「玲衣、触って……」

　硬く震える屹立にそっと触れると、それがビクビクッと跳ねる。不思議な感触を掌に感じながら両手で握ると、震えながら大きくなっていくのがわかる。

「わ……すごい」

　今度は片手を上下に動かすと、西尾が首を反らせて呻いた。

「ぅうっ……」

　なんだか可愛くなって、もっといじめてやろうかと舌なめずりしていると、西尾が避妊具の袋を破っている。

「玲衣、挿れたい」

　少し前に達したばかりだけど、西尾を手で感じているあいだに玲衣も気持ちが昂って、すごくいやらしいことをしてみたくなった。

「ねえ、私がしてもいい？　忍はヘッドボードにもたれてみて」

「うん……」

　クッションを数個重ねたヘッドボードに上半身を預け西尾が横たわる。期待と少しばかりの不安を顔に浮かべてこちらを見つめてくる。玲衣はまるで猫のようにお尻を持ち上げて四つん這いで西尾に近づいた。

「玲衣、いたずらっ子みたいに嬉しそうに見えるんだけど……」

「ふふっ。忍は手を出さないでね」

　避妊具を西尾から取り上げて、赤黒く怒張する屹立に自らの手で装着しようとする。極薄の膜は強く引っ張ると裂けそうで、なかなか難しい。なんとか根元まで覆い被せると、西尾が熱のこもったため息をつく。

「はぁ。俺、危うく達きそうになった」

「……ばか」

　屹立に狙いを定めて腰を動かし、蜜口を押し当てる。先ほどの交わりの名残りで中は十分に潤み、腰を落とすと亀頭をスルリと呑み込んだ。甘い刺激のせいで屹立が体積を増す。西尾の逞しい胸に手を添えて上体を傾けながら、玲衣は少しずつ腰を動かした。

「ん……っ、んんっ……んっ……はぁ……」
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　慣れない体勢で必死に腰を動かして……やっと全てを呑み込むが、少しの身じろぎだけで愉悦が込み上げて身体を起こしていられない。蜜口を擦り合わせながら喘ぎ、西尾の胸に倒れ込むと、唇を塞がれて激しく吸われる。舌が絡み玲衣の口からうめき声が漏れる。

「んっ……んんっ……ふぅ……ん」

「ああ……玲衣、動きたい……だめ？」

　返事をする前に、下から腰を突き上げられて身体が小刻みに揺れる。弾む乳房を掴まれ先端が口に含まれ強く吸い付かれると、玲衣の口から甘い吐息が漏れた。

「はぁ……っ、はぁっ……ぁあっ、ふぅ……ん」

　起き上がった西尾の身体を受け止めきれずに、繋がったまま玲衣の背中がベッドに着地する。互いの胸がピッタリと合わさると、温かい繭に抱かれたような安堵感に包まれる。玲衣は甘いため息を吐き、首の後ろに腕を回して抱きついた。

「うーーーん。忍、好き……っ」

「玲衣っ、お願い煽らないで」

「煽ってなんか、な……あぁっ……！」

　西尾が腰を揺らせて律動が開始され、玲衣は何も言えなくなる。屹立に内壁を擦られ、込み上げる快感に息が乱れる。

「はぁっ……あぁ……っ、しのぶ……っ」

　腰を何度も激しく打ちつけられ、揺れる乳房が鷲掴みにされて形が歪む。潤んだ肌の擦れる音と、互いの荒い息遣いが暗い寝室に響いていく。

「はぁ……っ、忍っ、あ、あぁっ！　あぁっ、やぁっーーー！」

　激しい抽送を繰り返され腰に重い衝撃を感じる。重苦しい衝撃はやがて甘い愉悦に変わり、亀頭に最奥を抉られた瞬間……快感が弾け、玲衣は声を上げて達していた。

「……っ、玲衣っ！」

　絶頂の余韻に浸る間もなく、薄い膜越しに精が放たれるのを感じる。覆い被さった身体が重くなり玲衣は西尾の髪の毛を愛しむように撫でた。

　互いの頬をくっつけ合い布団に包まりながら、キスを交わす。

（幸せ……）

　今日はジェットコースターみたいに気持ちが乱高下した一日だった。

　玲衣は、西尾を信じきれていなかった自分が恥ずかしかった。そして、そんな邪推とは無縁の西尾に、愛おしさと感謝の気持ちが溢れて胸が熱くなる。

　玲衣はすでに今の職場を離れる決心をしていた。西尾の赴任先は同じ公立病院なのでダメもとで転勤を申し出るつもりだ。それが叶わなくても、どこでも仕事はできる。

『玲衣と一緒にいたい』

　そう言った西尾の希望を叶えたい。だって、それは玲衣の希望でもあるのだから。いつの間にか、寝息を立てている西尾を至近距離で見つめながら、玲衣は心に誓っていた。

（私も忍と一緒にいたい。ずっと……守ってあげる。だから、忍、一生私を愛してね）
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